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可
能
な
限
り
最
小
化
す
る
」
。

影
響
の
予
測
と
評
価
は
、
自
然
環
境
を
地
形
・
地
質
・
植
物
、
及
び
動
物
に
分
け
、

｀
ー
、
ヽ
ー
／a
 

イ

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
以
上
の
方
法
で
な
さ
れ
た
。(79) 

備
讃
瀬
戸
の
海
面
は
、
瀬
戸
大
橋
の
橋
脚
や
橋
台
が
海
中
に
位
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
二
三
、
四

0
0面
が
改
変
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
海
域
に
は
、
多
種
で
多
量
の
魚
類
、
貝
類
、
底
生
動
物
が
生
息
し
、
海
藻
が
繁
茂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

対
象
が
、

水
産
生
物
は
上
記

(m)
の
方
法
に
よ
る
予
測
と
評
価
の
対
象
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

そ
こ
に
は
存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
の
方
法
に
よ
っ
て
評
価
し
う
る
よ
う
な

備
讃
瀬
戸
に
藻
場
は
多
数
存
在
し
、
瀬
戸
大
橋
の
ル
ー
ト
近
傍
海
面
に
も
存
在
す
る
が
、
水
産
物
の
産
卵
場
又
は
稚
魚
成
育
場
と
し
て

の
」
は
、
「
当
該
環
境
要
素
の
相
当
程
度
を
保
全
す
る
」
。
「
C

市
町
村
的
価
値
に
相
当
す
る
も
の
」
は
、
「
当
該
環
境
要
素
へ
の
影
響
を

「

A

針
に
つ
い
て

_̀、ー
,＇! 

m
 

が
改
変
す
る
。

自
然
環
境
へ
の
影
響
と
漁
業
補
償

地
方
的
又
は
都
道
府
県
的
価
値
に
相
当
す
る
も

瀬
戸
大
橋
建
設
に
伴
っ
て
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
工
作
物
が
設
置
さ
れ
、
切
土
、
盛
土
等
に
よ
っ
て
土
地
の
形
状
、
水
面
、
植
生

こ
れ
ら
を
要
因
に
し
て
自
然
環
境
に
生
じ
る
影
響
に
つ
い
て
、
公
団
は
、
中
央
公
害
対
策
審
議
会
の
「
環
境
影
響
評
価
の
運
用
上
の
指

（
中
間
報
告
）
」
と
「
技
術
指
針
」
に
基
づ
き
保
全
水
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
る
自
然
環
境
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
区
分
に
よ
る
保
全
目
標
を
設
け
、
評
価
や
対
策
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
。

全
国
的
価
値
に
相
当
す
る
も
の
」
は
、
「
当
該
環
境
要
素
を
保
全
す
る
」
。
「
B

自
然
環
境
へ
の
影
響
の
予
測
と
評
価

四
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

(b) 
重
要
な
藻
場
と
し
て
国
が
指
定
す
る
保
護
水
面
は
、
瀬
戸
大
橋
の
ル
ー
ト
か
ら
最
も
近
い
も
の

(80) 

メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(81) 

ま
た
、
海
中
橋
脚
の
設
置
が
底
生
生
物
に
及
ぼ
す
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。
あ
る
橋
脚
の
位
置
で
は
生
物
の
種
類
、
量
と

に
近
い
小
範
囲
に
限
ら
れ
る
こ
と
、

も
貧
弱
で
あ
り
、
生
物
の
種
類
、
量
と
も
豊
富
な
他
の
橋
脚
の
位
置
で
も
橋
脚
面
積
は
小
さ
い
こ
と
、
橋
脚
周
辺
の
流
況
の
変
化
は
橋
脚

工
事
に
伴
っ
て
橋
脚
周
辺
に
生
ず
る
掘
削
面
等
に
は
、
工
事
完
了
後
生
物
が
自
然
に
着
生
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
、

え
ら
れ
た
。

そ
の
理
由
と
す
る
。

他
方
で
、
建
設
工
事
が
水
産
生
物
に
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
く
な
い
。

特
に
海
底
穿
孔
発
破
に
よ
っ
て
、
大
量
の
魚
類
が
死
亡
し
、
傷
付
く
。
そ
の
た
め
に
、
「
水
中
発
破
に
よ
り
魚
類
に
顕
著
な
影
響
の
生
ず

(82) 

る
範
囲
は
、
最
大
で
も
五

0
0
m
以
内
と
す
る
」
と
い
う
環
境
保
全
目
標
の
も
と
で
、
影
響
を
軽
減
す
る
対
策
を
と
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

(83) 

し
か
し
、
「
発
破
に
伴
う
水
中
音
に
よ
り
周
辺
海
域
の
魚
類
の
分
布
状
況
並
び
に
回
遊
魚
の
回
遊
路
が
変
化
す
る
可
能
性
は
少
な
い
」
と
考

ま
た
、
海
底
土
の
掘
削
に
よ
る
海
水
汚
濁

(
S
S
)
に
つ
い
て
は
、
「
掘
削
地
点
よ
り
五

0
0
m
地
点
に
お
け
る
浮
遊
物
質
量
は
五

0
p

(84) 

p
m
以
下
」
と
す
る
環
境
保
全
目
標
を
立
て
る
。
こ
の
海
水
汚
濁
が
水
産
生
物
に
与
え
る
影
響
は
水
槽
実
験
で
調
査
さ
れ
、

リ
・
イ
シ
ダ
イ
稚
魚
及
び
一
部
の
貝
類
等
は
五

s
1
0
 p
p
m
で
影
響
が
み
ら
れ
る
が
、

る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
海
域
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
値
が
お
お
む
ね
五

p
p
m
で
あ
り
、
掘
削
に
よ
る
汚
濁
負
荷
五

p
p
m
以
内

(85) 

の
影
響
範
囲
は
約
一

k
m
以
内
で
お
さ
ま
る
の
で
、
広
範
囲
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

量
「
日
間
平
均
四
0
p
p
m
、
最
大
五

0
p
p
m
」、

さ
ら
に
、
海
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
伴
っ
て
ケ
ー
ソ
ン
天
端
か
ら
越
流
す
る
モ
ル
タ
ル
に
よ
る
海
水
汚
濁
に
つ
い
て
は
、
浮
遊
物
質

(86) 

P
H
「
七
＼
九
」
と
す
る
環
境
保
全
目
標
を
立
て
る
。
こ
の
ケ
ー
ソ
ン
越
流
水
等
は
、

一
般
的
に
は
五

0
p
p
m
で
顕
著
な
影
響
が
あ

（
坂
出
市
王
越
町
地
先
）

マ
ダ
イ
・
ブ

で
、
約
六
キ
ロ

9-2-171 (香法'89)



ヽ
~
゜

し 十
分
な
処
理
を
行
っ
た
後
排
出
し
、
「
そ
の
排
出
水
は
更
に
拡
散
し
、
潮
流
の
影
響
も
加
わ
り
、
濃
度
は
き
わ
め
て
早
い
時
間
内
に
希
釈
さ

れ
る
の
で
水
産
生
物
へ
の
影
響
は
な
い
」
と
考
え
ら
れ
た
。

細
骨
材
用
の
砂
利
を
海
域
か
ら
採
取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
に
及
ぽ
す
影
響
を
心
配
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
公
団
は
そ

の
使
用
量
（
一
、

七
七
九
、

0
0
0
t
)
が
生
産
量
の
一

0
％
程
度
で
、
採
取
業
者
が
県
の
許
可
を
受
け
諸
法
令
に
従
っ
て
採
取
し
た
も

の
を
購
入
し
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
環
境
保
全
上
の
影
響
に
も
充
分
配
慮
し
て
業
者
の
指
導
を
す
る
と
述
べ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
影
縛

(88) 

に
つ
い
て
の
見
解
は
示
し
て
い
な
い
。

切

樵

業

被

害

以
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
水
産
生
物
へ
の
影
響
は
、
旅
業
と
り
わ
け
そ
の
海
域
を
油
場
に
す
る
油
業
に
悪
影
嘴
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
瀬
戸
大
橋
建
設
に
よ
る
漁
業
被
害
の
問
題
を
探
っ
て
み
よ
う
。

m
備
讃
瀬
戸
海
域
で
は
、
タ
コ
、
メ
バ
ル
等
を
目
的
に
し
た
一
本
釣
や
、
メ
バ
ル
、
ア
イ
ナ
メ
等
を
目
的
と
し
た
建
網
な
ど
、
比
較

的
高
級
な
魚
を
対
象
と
し
た
漁
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漁
獲
量
で
は
、
敷
き
網
、
小
型
底
引
き
網
に
よ
る
樵
業
の
比
重
が
高

一
九
七
六
年
当
時
、
瀬
戸
大
橋
の
計
画
路
線
の
周
辺
海
域
に
は
、
岡
山
県
側
で
ワ
カ
メ
礁
業
、

同
礁
業
権
と
、
ワ
カ
メ
、

磯
建
網
、
建
干
網
等
六
種
の
共
同
油
業
権
と
、

｀
ー
、イ

9

_

9

 

ヽ

ノ
リ

ワ
カ
メ
、

え
む
し
漁
業
、
建
網
漁
業
等
八
種
の
共

の
り
、
魚
類
養
殖
油
業
等
三
種
の
区
画
憔
業
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
香
川
県
側
で
は
、
ワ
カ
メ
漁
業
、
藻
建
、

(89) 

ホ
タ
テ
貝
、
真
珠
等
六
種
の
区
画
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

樵
業
に
対
す
る
瀬
戸
大
橋
建
設
の
悪
影
曹
は
、
す
で
に
述
べ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
橋
脚
と
橋
台
に
よ
る
漁
場
そ
の
も
の
の
喪
失
、

海
底
発
破
に
よ
る
魚
類
の
死
亡
・
損
傷
、
細
骨
材
用
の
砂
利
の
採
取
等
に
よ
る
悪
影
響
に
、
九
年
に
わ
た
る
工
事
期
間
中
に
路
線
の
両
側

(90) 

五
0
0
m
の
悔
域
に
漁
業
の
操
業
禁
止
区
域
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
樵
業
操
業
の
制
限
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
、
橋
脚
周
辺
の
一
定
範

四
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

下
津
井
地
区
の
漁
獲
高
は
、
海
峡
部
の
工
事
の
進
行
に
伴
っ
て
減
少
し
、

八
六
年
実
施
）

の
結
果
に
よ
れ
ば
、

使
用
・
占
用
料
は
無
料
な
い
し
免
除
と
さ
れ
て
い
る
。

五

一
九
七
八
年
か
ら
八
二
年
ま
で
の
間
に
三

O・
五
％
減
少
し

公
団
は
、
海
中
橋
脚
の
設
置
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
橋
脚
周
辺
の
流
況
変
化
、
海
底
面
の
洗
掘
は
、
橋
脚
周
辺
の
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
に

(91) 

と
ど
ま
り
」
、
回
遊
性
魚
に
対
し
て
も
「
全
体
的
に
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を
生
じ
る
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
公
団
は
、
瀬
戸
大
橋
の
橋
台
、
橋
脚
及
び
橋
桁
に
よ
る
海
面
と
そ
の
上
空
の
利
用
の
た
め
に
、
瀬
戸
大
橋
の
大
部
分
が
関
係
す

る
一
般
海
域
に
つ
い
て
は
、
「
建
設
省
所
管
公
共
用
財
産
管
理
規
則
」
（
昭
和
三
八
年
香
川
県
規
則
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
建

設
省
所
管
国
有
財
産
部
局
長
の
立
場
に
あ
る
香
川
県
知
事
の
使
用
許
可
を
受
け
、
坂
出
港
の
海
域
に
つ
い
て
は
、
港
湾
管
理
者
の
長
で
あ

(93) 

る
坂
出
市
長
に
占
用
の
協
議
に
応
じ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
使
用
許
可
と
占
用
に
は
数
項
目
の
条
件
が
付
け
ら
れ
、
期
間
は
三
年
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
る
公
団
の
使
用
・
占
用
部
分
の
う
ち
、
橋
桁
し
か
な
い
部
分
の
海
面
に
つ
い
て
は
、
公
団
の
使
用
・
占
用
と
漁
業
利
用
と
は

互
い
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
海
面
は
憔
業
権
の
対
象
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

向
瀬
戸
大
橋
建
設
の
影
響
を
最
も
大
き
く
受
け
る
漁
民
は
、
旧
与
島
村
（
櫃
石
島
、
岩
黒
島
、
与
島
、
沙
弥
島
、
瀬
居
島
）

(94) 

の
漁
業
者
を
束
ね
る
与
島
漁
協
に
関
係
す
る
漁
民
と
、
倉
敷
市
下
津
井
地
区
の
漁
民
で
あ
る
。

の
範
囲

こ
れ
ら
の
地
区
の
漁
獲
高
は
、
近
年
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
櫃
石
島
・
岩
黒
島
・
与
島
の
漁
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
-
九

-
0
年
前
と
比
較
し
て
漁
獲
量
が
「
か
な
り
減
少
し
た
」
と
答
え
る
者
が
圧
倒
的
多
数
（
八
五
•
五

％
）
で
あ
り
、
「
少
し
減
少
し
た
L

を
加
え
る
と
、
減
少
し
た
と
答
え
る
者
は
九
ニ
・
一
％
に
達
す
る
。
「
増
加
し
た
L

と
答
え
る
者
は
全

(95) 

く
い
な
い
。

て
い
る
。
こ
の
減
少
率
は
、
同
期
間
の
岡
山
県
全
体
の
漁
獲
高
の
減
少
率
(
-
八
・
六
％
）
を
一
―
・
九
％
上
回
り
、
下
津
井
地
区
を
除

囲
に
つ
い
て
は
、
漁
業
権
が
消
滅
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
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く
岡
山
県
の
減
少
率
に
比
べ
る
と
、

漁
獲
高
の
こ
の
減
少
に
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設
が
ど
の
程
度
ま
で
寄
与
し
た
か
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
が
、
重
要
な

原
因
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
与
島
漁
協
に
属
す
る
三
つ
の
島
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
桶
民
が
漁
獲
高
の
減
少
理

由
と
し
て
挙
げ
る
も
の
で
最
も
多
い
の
は
、
「
乱
獲
」
（
七
三
・
七
％
）

の
州
な
ど
の
埋
立
」
（
五

O
・
O%
）
、
「
海
砂
の
採
取
」
（
三
九
・
五
％
）

(97) 

そ
れ
で
も
二
六
・
三
％
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。

な
(3) し)

が
ヽ

漁
業
補
償

の
よ
う
に
一
定
の
海
域
に
つ
い
て
漁
業
が
休
止
さ
れ
又
は
漁
業
権
が
消
滅
す
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
っ
た
。

瀬
戸
大
橋
の
建
設
に
よ
っ
て
漁
業
に
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
は
、
漁
民
も
公
団
も
も
ち
ろ
ん
予
想
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
前
記
（
②

そ
こ
で
、
公
団
は
、

一
九
・
一
％
も
上
回
っ
て
い
る
。

で
あ
り
、
次
い
で
「
海
水
の
汚
染
」
（
五
ニ
・
六
％
）
、
「
水
島
・
番

で
あ
る
。
「
瀬
戸
大
橋
の
建
設
」
を
挙
げ
る
者
は
こ
れ
ら
よ
り
少

工
事
の
着
工
前
に
香
川
・
岡
山
両
県
の
関
係
漁
協
と
交
渉
を
行
な
い
、

工
事
着
工
に
つ
い
て
予
め
関
係
憔
協
の
同

意
を
得
た
。
与
島
漁
協
が
一
九
七
三
年
三
月
に
同
意
し
た
の
が
、
香
川
県
下
で
は
最
後
で
あ
っ
た
。

漁
業
補
償
額
に
つ
い
て
の
交
渉
が
、
そ
の
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

一
九
七
五
年
度
か
ら
七
七
年
度
に
か
け
て
、

公
団
は
、
対
象
海
域
の
過
去
の
漁
獲
量
を
調
査
し
、
こ
れ
に
「
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
要
綱
」
（
昭
和
三
七
年
六
月
一

(98) 

九
日
閣
議
決
定
）
を
適
用
し
て
算
出
し
た
額
を
基
礎
に
し
て
、
補
償
額
の
案
を
漁
協
に
呈
示
し
た
。
し
か
し
、
漁
協
の
要
求
額
は
公
団
の

(99) 

呈
示
額
よ
り
も
、
は
る
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

補
償
交
渉
は
香
川
・
岡
山
各
県
が
関
与
し
て
、
単
位
漁
協
ご
と
に
個
別
に
行
な
わ
れ
た
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
交
渉
が
妥
結
し
（
河
川
に
関
す
る
も
の
を
含
む
）
、
支
払
が
完
了
し
た
。
岡
山
県
関
係
漁
協
（
玉
野
市
か
ら
笠
岡
市
ま
で
）

(100) 

と
は
大
体
一
九
七
五
年
に
、
香
川
県
の
与
島
漁
協
と
は
一
九
七
六
年
三
月
に
妥
結
し
た
。

r. 
/'¥ 
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

櫃
石
島
、
岩
黒
島
及
び
与
島
の
漁
業
世
帯
（
但
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
限
る
）

補
償
期
間
は
一
九
七
九
年
一
月
か
ら
一

0
年
で
あ
る
が
、
補
償
額
は
各
漁
協
の
額
ば
か
り
で
な
く
、
総
額
す
ら
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

(IOI) 

公
団
は
、
補
償
算
定
の
基
礎
に
な
る
漁
獲
量
、
補
償
に
関
係
す
る
海
域
な
ど
の
デ
ー
タ
や
補
償
対
象
の
樵
協
名
も
公
表
し
て
い
な
い
。

漁
業
補
償
に
当
て
ら
れ
た
の
は
、
瀬
戸
大
橋
建
設
の
事
業
費
の
う
ち
の
用
地
補
償
費
の
一
部
で
あ
る
。
用
地
補
償
費
は
総
事
業
費
約
一

兆
一
三

0
0億
円
の
約
一

0
％
を
占
め
る
。
補
償
額
の
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
予
算
上
の
制
約
と
い
う
要
素
も
加
わ
り
、
最
終
的
に
は
、

力
関
係
な
い
し
交
渉
力
に
よ
っ
て
、
か
な
り
大
き
く
左
右
さ
れ
た
。
漁
協
に
よ
っ
て
補
償
額
が
か
な
り
相
異
し
、
香
川
県
側
の
漁
協
の
方

が
高
く
、
香
川
県
側
の
三
三
礁
協
に
対
し
、
「
総
額
一

0
0億
円
程
度
、
そ
の
う
ち
、
与
島
漁
協
へ
は
四

0
億
円
ぐ
ら
い
（
組
合
員
三
八
〇

(lOZ) 

人
）
」
の
補
償
が
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
与
島
漁
協
の
こ
の
補
償
額
を
組
合
員
一
人
当
た
り
平
均
に
す
る
と
、
約
一

0
五
三
万
円
に
な
る
。

(103) 

の
八
〇
＼
九
四
％
が
、
こ
の
補
償
を
受
け
た
。

そ
れ
に
対
し
、
下
津
井
地
区
で
の
一
経
営
体
当
た
り
の
最
高
額
は
、

(104) 

年
当
た
り
に
換
算
す
る
と
数
十
万
円
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

七

田
ノ
浦
で
八

0
0万
円
、
大
畠
で
五

0
0万
円
程
度
で
あ
り
、

―
―
九
＼
―
二
八
頁
。

(78)
『
評
価
書
し
一
九
九
¥
―

1
0
八
頁
。

(79)
『
評
価
書
』
二

0
0頁。

(80)
『
評
価
書
』
―
―
四
＼
―
二
四
頁
、
『
評
価
書
資
料
編
』

(81)
『
評
価
書
』
二
八
一
頁
。

(82)
『
評
価
書
』
三
七

0
頁。

(83)
『
評
価
書
』
三
七
九
＼
三
八

0
頁。

(84)
『
評
価
書
』
三
八
九
頁
。
な
お
、
仕
上
げ
掘
削
に
お
け
る
保
全
目
標
も
同
じ
で
あ
る
（
『
評
価
書
』
三
九
九
頁
）
。

(85)
『
評
価
書
』
三
九
七
＼
三
九
八
頁
、
四
七
三
頁
（
意
見
⑱
に
対
す
る
見
解
）
、
『
評
価
書
資
料
編
』
三
八
九
＼
三
九
一
頁
。

(86)
『
評
価
書
』
四

0
0頁。

，
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(87) 

(88) 

(89) 

(90) 

(91) 

(92) 

(93) 

(94) 

(95) 

(96) 

(97) 

(98) 

2
 

と゚ 五

『
評
価
書
』
四

0
二
頁
。

勺
評
価
書
し
四
二
〇
＼
四
ニ
―
頁
、
四
七
一
頁
（
意
見
⑪
に
対
す
る
見
解
）
。

『
評
価
書
'
-
六
＼
一
八
頁
、
五
評
価
書
資
料
編
ト
五
一
＼
五
五
貞
。

磯
部
作
五
瀬
戸
大
橋
の
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
し
経
済
地
理
学
年
報
一
1

一
巻
二
号
(
-
九
八
五
年
）

―
二
七
頁
も
参
照
。

『
評
価
書
』
二
八
一
頁
。

「
建
設
省
所
管
公
共
用
財
産
管
理
規
則
し
第
三
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
建
設
省
所
管
公
共
用
財
産
（
以
ド
「
公
共
用
財
産
L

と
い
う
。
）
に
お
い
て
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
建
物
そ
の
他
の
エ
作
物
を
新
策
し
、
改
策
し
、

二
占
用
し
、
又
は
使
用
す
る
こ
と
。

三
竹
木
等
を
植
栽
す
る
こ
と
。

生
産
物
を
採
取
す
る
こ
と
。

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

知
事
は
、
前
項
の
許
可
に
あ
た
っ
て
公
共
用
財
産
の
維
持
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

海
域
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
措
骰
が
と
ら
れ
た
の
は
、
海
面
が
自
然
公
物
で
あ
っ
て
、
公
団
が
そ
の
所
有
権
を
取
得
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
瀬
戸
大
橋
の
陸
上
部
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
公
団
が
、
橋
桁
し
か
な
い
部
分
の
下
の
土
地
も
含
め
て
、
路
線
及
び
そ
の
両
端
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
幅
を
加
え
た
上
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
。

鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
一
七
三
、
一
八
六
、
ニ
―
二
頁
参
照
。

鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
―
二
二
頁
。

磯
部
・
前
掲
五
八
頁
。

鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
ニ
―
二
頁
。

こ
の
要
綱
の
中
で
漁
業
権
に
関
す
る
規
定
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

又
は
除
却
す
る
こ
と
。

公
共
用
財
産
の
目
的
を
妨
げ
、

五
六
＼
五
七
頁
、

鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
ニ
―
二
、

}¥ 

知
事
の
許
可
を

若
し
く
は
保
全
を
害
す
る
行
為
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

九

第
二
章
（
土
地
等
の
取
得
に
係
る
補
償
）
第
三
節
中
の
第
一
七
条
（
漁
業
権
等
の
消
滅
に
係
る
補
償
）

「
消
滅
さ
せ
る
漁
業
権
、
入
漁
権
に
関
す
る
権
利
（
以
下
『
漁
業
権
等
』
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

収
益
（
漁
業
粗
収
入
か
ら
漁
業
経
営
費
（
自
家
労
働
の
評
価
額
を
含
む
。
）
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
）
を
資
本
還
元
し
た
額
を
基
準
と
し
、
当
該
権
利
に

係
る
水
産
資
源
の
将
来
性
等
を
考
慮
し
て
算
定
し
た
額
を
も
っ
て
補
償
す
る
も
の
と
す
る
。
L

第
三
章
（
土
地
等
の
使
用
に
係
る
補
償
）
中
の
第
一
ニ
一
条
（
漁
業
権
等
の
制
限
に
係
る
補
償
）

「
制
限
す
る
漁
業
権
等
に
対
し
て
は
、
当
該
権
利
が
消
滅
す
る
も
の
と
し
て
第
一
七
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、
当
該
権
利
の
制
限
の
内
容
等

を
考
慮
し
て
適
正
に
定
め
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
も
っ
て
補
償
す
る
も
の
と
す
る
。
L

第
四
章
（
土
地
等
の
取
得
又
は
土
地
等
の
使
用
に
よ
り
通
常
生
ず
る
損
失
の
補
償
）
第
五
節
（
漁
業
権
等
の
消
滅
又
は
制
限
に
よ
り
通
常
生
ず
る
損
失

の
補
償
）
の
三
つ
の
条
文

第
三
八
条
（
漁
業
廃
止
の
補
償
）

「
漁
業
権
等
の
消
滅
又
は
制
限
に
伴
い
通
常
樵
業
の
継
続
が
不
能
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
補
償
す
る
も
の
と
す
る
。
一

漁
具
等
の
売
却
損
そ
の
他
資
本
に
関
し
て
通
常
生
ず
る
損
失
額
及
び
解
雇
予
告
手
当
相
当
額
そ
の
他
労
働
に
関
し
て
通
常
生
ず
る
損
失
額
二
転
業

に
通
常
必
要
と
す
る
期
間
中
の
従
前
の
所
得
相
当
額
（
法
人
経
営
の
場
合
に
お
い
て
は
、
従
前
の
収
益
相
当
額
）

2

第
三
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
」

第
三
九
条
（
漁
業
休
止
の
補
償
）

「
漁
業
権
等
の
消
滅
又
は
制
限
に
伴
い
通
常
漁
業
を
一
時
休
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
補
償
す
る
も
の

と
す
る
。
一
通
常
漁
業
を
休
止
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
期
間
中
の
固
定
的
な
経
費
等
二
通
常
漁
業
を
休
止
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
期
間
中

の
所
得
減
（
法
人
経
営
の
場
合
に
お
い
て
は
、
収
益
減
）
L

第
四

0
条
（
漁
業
の
経
営
規
模
縮
少
の
補
償
）

「
漁
業
権
等
の
消
滅
又
は
制
限
に
伴
い
通
常
漁
業
の
経
営
規
模
を
縮
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
補

償
す
る
も
の
と
す
る
。
一
漁
業
の
経
営
規
模
の
縮
少
に
伴
う
資
本
及
び
労
働
の
過
剰
遊
休
化
に
よ
り
通
常
生
ず
る
損
失
額
二
漁
業
の
経
営
規
模

の
縮
少
に
伴
い
経
営
効
率
が
客
観
的
に
低
下
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
よ
り
通
常
生
ず
る
損
失
額

2

第
三
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
」

な
お
、
第
三
一
条
第
二
項
は
、
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
解
雇
す
る
従
業
員
に
対
し
て
は
、
第
四
六
条
の
規
定
に
よ
る
離
職
者
補
償
を
行
な
う
も
の
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睡
眠
妨
害
、

刻
で
あ
り
、

(7) (1) 

早
朝
か
ら
働
く
漁
民
に
と
っ
て
は
、

と
し
、
事
業
主
に
対
す
る
退
職
手
当
補
償
は
行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
」
で
あ
る
。

(99)
憔
協
の
要
求
額
は
、
起
業
者
の
呈
示
額
の
一

0
倍
ぐ
ら
い
で
あ
る
の
が
、
普
通
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(100)
磯
部
・
前
掲
五
七
頁
、
鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
ニ
―
二
、
ニ
―
七
頁
。

(101)
漁
協
同
士
の
比
較
で
、
微
妙
な
差
が
表
面
化
さ
れ
る
と
、
着
工
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
と
い
う
の
が
、
着
工
前
の
理
由
で
あ
っ
た
が
、
着
工
後
も
、

補
償
交
渉
の
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
。
生
天
目
健

蔵
『
新
し
い
収
用
補
償
と
実
際
』
（
一
九
八
二
年
）
七
六
頁
参
照
。

(
1
0
2
)
生
天
目
•
前
掲
七
五
＼
七
七
頁
。

(103)
鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
ニ
一
三
、
ニ
―
七
、
ニ
ニ
―
頁
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
つ
の
島
の
漁
業
世
帯
は
、
瀬
戸
大
橋
工
事
以
外
に
、
番
ノ
州
の
埋
立
、
水
島
の

埋
立
、
三
菱
石
油
重
油
流
出
事
故
、
又
は
海
砂
採
取
を
理
由
に
、
漁
業
補
償
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
合
計
額
は
四

O
O
S
一
八
五

0
万
円
で

あ
る
と
答
え
て
い
る
。
中
で
も
、
一

0
0
0万
円
以
上
の
世
帯
が
多
い
（
鰺
坂
・
磯
部
・
前
掲
）
。

(104)
磯
部
・
前
掲
五
八
頁
。

騒
音
の
防
止

五

生
活
環
境
の
保
全

瀬
戸
大
橋
が
完
成
し
て
、
道
路
と
鉄
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
、
交
通
騒
音
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
与
島
、

(105) 

岩
黒
島
、
櫃
石
島
及
び
下
津
井
田
之
浦
で
の
鉄
道
騒
音
が
ひ
ど
い
。
昼
夜
上
下
八

O
¥
1
0
0本
の
列
車
の
通
過
に
よ
る
騒
音
に
よ
っ
て
、

日
常
会
話
妨
害
、

テ
レ
ビ
・
電
話
の
聴
取
妨
害
等
の
被
害
が
、
住
民
に
生
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
睡
眠
妨
害
の
被
害
は
深

而）

そ
の
被
害
は
よ
り
大
き
い
。

1
0
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

(107) 

一
九
八
八
年
に
香
川
県
、
坂
出
市
及
び
公
団
が
三
つ
の
島
で
実
施
し
た
鉄
道
騒
音
の
調
査
結
果
は
、
表
7
の
と
お
り
で
あ
る
。
瀬
戸
大

(108) 

橋
か
ら
一

0
0
メ
ー
ト
ル
以
内
の
住
宅
付
近
で
、
評
価
値
（
連
続
す
る
二

0
本
の
列
車
の
う
ち
上
位
一

0
本
の
パ
ワ
ー
平
均
値
）

値
が
、
防
音
工
事
の
完
了
し
た
一
―
月
に
お
い
て
す
ら
、

,
 イ＇ー，

大
橋
梁
の
区
域
で
、
こ
の
目
標
が
達
成
不
可
能
の
場
合
に
は
八
五
ホ
ン

環
境
保
全
目
標
が
こ
の
値
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
「
技
術
指
針
」
で
「
保
全
目
標
は
、
近
傍
に
お
け
る
既
設
鉄
道
（
在

(llO) 

来
線
規
格
）
の
騒
音
レ
ベ
ル
以
下
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
の
を
受
け
て
、
既
設
鉄
道
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
勘
案
し
た
。
し
か
し
、
長
大
橋

梁
に
つ
い
て
耐
風
安
定
性
を
考
慮
す
る
と
、
現
在
の
技
術
で
は
一
般
に
音
源
対
策
が
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
「
病
院
・
学
校
そ
の
他
特
に
静

(Ill) 

穏
の
保
持
を
要
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
L

と
し
て
い
る
。

こ
の
環
境
保
全
目
標
に
対
し
て
は
、
「
既
設
在
来
線
の
測
定
値
を
も
と
に
決
め
て
い
る
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

香
川
・
岡
山
両
県
知
事
は
、
「
新
設
さ
れ
る
鉄
道
で
あ
る
の
で
」
、
「
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五

0
年
七
月

二
九
日
環
境
庁
告
示
四
六
号
）
に
定
め
る
基
準
値
（
住
居
地
域
七

0
ホ
ン
以
下
、
そ
の
他
の
地
域
七
五
ホ
ン
以
下
）
を
環
境
目
標
値
に
す

(112) 

る
よ
う
に
、
『
評
価
書
案
』
に
対
す
る
意
見
で
求
め
て
い
た
が
、
採
用
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(m) 

鉄
道
騒
音
は
次
の
よ
う
に
予
測
さ
れ
た
。

b
 

「
当
該
鉄
道
と
類
似
し
た
構
造
を
有
す
る
鉄
道
の
現
況
調
査
を
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
を
路
盤
、
高
架
橋
及
び
鋼
橋
（
開
床
式
）
の
構
造
物

別
並
び
に
旅
客
及
び
貨
物
の
列
車
種
別
に
分
類
し
、
最
小
自
乗
法
に
よ
り
整
理
」
し
て
、
「
実
測
値
の
近
似
式
」
を
求
め
る
。

「
さ
ら
に
、
防
音
墜
の
設
置
に
よ
る
遮
へ
い
回
折
の
減
衰
を
考
慮
し
て
騒
音
の
高
い
旅
客
を
対
象
に
高
架
橋
等
と
吊
橋
等
に
分
け
て
」
、

(114) 

予
測
式
を
作
る
。

(a) 

八
0
ホ
ン
を
越
え
る
地
点
が
あ
る
。

『
評
価
書
』
で
示
さ
れ
て
い
た
鉄
道
騒
音
の
環
境
保
全
目
標
は
、

の
最
高

一
般
区
間
で
八

0
ホ
ン

(
A
)
以
下
で
あ
り
、
吊
橋
等
の
長

(lro) 

(
A
)
以
下
で
あ
る
。
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1 11 

測 定 士 易 所 橋からの距離 浪り 定 日 4月14日 4月27・28日 5月26・27日 6月 19・20日 7月 1・2日 11月15・16日

① 西原正太郎
約 100m 

評 価 値 61~66 60~66 
様 宅 庭 （最低～最高） (55~68) (48~68) 

② 櫃 石 小 学 校 約240m 
評 価 値 69~71 67~70 65~69 

（最低～最高） (61 ~72) (48~74) (51 ~73) 

祖 石 島
③ 民宿「はま

約80m 
評 価 値 78~79 78~79 75~78 76~79 74~79 

もと」横 （最低～最高） (71~81) (64~82) (63~80) (65~82) (62~81) 

④ 岡田進様宅
約200m 

評 価 値 65~68 64~68 
庭 （最低～最高） (58~71) (54~70) 

⑤ 岩 村 芙 子 様
約 150m 

評 価値 73~75 75~77 75~77 73~76 
宅庭 （最低～最高） (61-78) (58~79) (64~79) (65~79) 

涅l 定場所 測定日 4月27・28日 5月30・31日 6月19・20日 7月 1・2日 11月21・22日
① 鎌 田 学 様 宅 I

約70m
評価値 I 80~81 76~80 

庭 （最低～最高） (74~85) (63~82) 

② 笠井建城様
約 180m 

評 価 値 67~71 67~71 
宅 前 （最低～最高） (62~74) (55~74) 

③ 櫃本正市様
約50m

許価値 82~85 82~85 79~83 
宅 前 （最低～最高） (76~87) (73~86) (69~85) 

④ 渡辺キミェ Ii 約90m
評価値 74~77 74~79 

様 宅 前 （最低～最高） (68-80) (60~81) 
与 島

⑤ 森安マツノ 評 価 値 77~81 75~79 
様 宅 前

約 150rn 
（最低～最高） (72~82) (61 ~82) 

⑥ 尾崎秋夫様
約80m

評価値 81~84 81~84 81~85 79~84 
宅 前 （最低～最高） (75~86) (74~87) (70~87) (66-86) 

⑦ 与 島 小 学 校
約 160m 

評価値 75~79 76~80 
職 員 室 （最低～最高） (68~81) (65~82) 

⑧ 与島小学校
約230m 

評 価 値 71~75 69~74 
校 庭 （最低～最高） (63-77) (58~79) 

恨l 定場所 測 定 日 4月14日 4月27・28日 6 月 17• 18日 6月 19・20日 7月 1・2日 11月25・26日

① 田原宮男様
約 120m 

評価値 79~80* so~s1 77~79 77~80 74~78 
宅 横 （最低～最高） (74~82) (74~83) (68~82) (65~82) (61~81) 

② 岩 黒 小 学 校 約410m
評 価 値 75* 66~68 66~69 

（最低～最高） (65~77) (56~71) (57~73) 

岩 開 島
③ 民宿「岩黒」

約200m
評価値 73~75* 68~72 

横 （最低～最高） (70~77) (56~76) 

④ 岩 本 僚 治 様
約210m 

評価値 73~74 * 71~76 
宅 横 （最低～最高） (70~75) (57~80) 

⑤ 岩 本 嘉 代 治
約300m 

評価値 72 * 68~72 
様 宅 裏 （最低～最高） (66~74) (56~74) 

実 施 主体 公団 県・市 県 ・ 市・ 公団 県 ・ 市・公団 県・市・公団 県・市・公団

表 7 瀬戸大橋鉄道騒音調査結果

（注） 1 . 評価値は．その最低値と最高値を示す。その下の
る。いずれの騒音レベルも．単位はホンである。

2 . *は. 9時 ~14時 (5時間）の測定値である。それ以外は連続24時間の測定値であり．
11時（但し．櫃石島のみ 4月14日調査は 8時. 4月27・28日調査は12時）である。

の最低値と最高値は， 全列車について各列車のピークレベルを見て， t昂たものであ

(
6
8
 ^

活
咋
）

O
O
O
Iー

I
N
'ー

6

開始時刻 は17時である 6月調査を除き． ほとんど が



瀬戸大橋に関する環境法Kの諸問題（ド）（中山）

を
、
選
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
と
と
定
め
て
い
た
。

公
団
は
、

（即）

し
た
。

そ
の
「
予
測
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
用
地
境
界
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
の
環
境
保
全
目
標
は
守
れ
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
評
価

(116) 

こ
の
予
測
と
評
価
の
前
提
に
な
る
べ
き
現
況
調
査
に
つ
い
て
、
「
実
施
細
目
」
は
、
道
路
騒
音
を
含
め
た
一
般
的
な
調
査
項
目
と
し

て
、
「
騒
音
レ
ベ
ル
の
中
央
値

(
L
五
0
)
、
九

0
％
レ
ン
ジ
の
最
大
値
及
び
最
小
値

(
L
五、

L
九
五
）
」
を
調
在
し
、
そ
の
際
必
要
に
応

じ
て
、
地
形
条
件
（
周
辺
の
地
形
、
人
家
の
密
集
度
）
、
気
象
条
件
（
晴
雨
の
別
、
風
向
）
も
あ
わ
せ
て
調
在
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
特
に
鉄
道
騒
音
に
つ
い
て
は
、
近
傍
に
お
け
る
既
設
鉄
道
（
在
来
線
規
格
）
に
つ
い
て
、
列
車
運
転
度
数
（
列
車
種
類
別
、
時

間
帯
別
上
下
別
）
、
運
転
速
度
（
列
車
種
類
別
）
、
鉄
道
構
造
物
の
状
況
な
ど
の
列
車
運
行
条
件
も
、
必
要
に
応
じ
て
あ
わ
せ
て
調
査
す
る

な
お
、
「
調
査
個
所
は
道
路
及
び
鉄
道
の
構
造
、
地
形
、
人
家
の
密
集
度
等
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
調
査
地
域
の
騒
音
を
代
表
す
る
と
思

わ
れ
る
地
点
」
、
「
測
定
時
刻
は
、
な
る
べ
く
そ
の
地
点
の
騒
音
を
代
表
す
る
と
思
わ
れ
る
時
刻
又
は
騒
音
に
係
る
問
題
を
生
じ
易
い
時
刻
」

速
度
等
は
加
味
さ
れ
て
」

公
団
が
行
な
っ
た
前
記
（
⑯
）
の
鉄
道
騒
音
の
予
測
と
評
価
に
は
、
「
速
度
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
L

と
い
う
疑

問
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
団
は
、
「
近
傍
に
お
け
る
既
設
鉄
道
（
在
来
線
規
格
）
の
実
測
等
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

い
る
と
答
え
た
。

ま
た
、
複
合
騒
音
に
つ
い
て
は
、
次
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
在
来
線
と
新
幹
線
と
の
複
合
騒
音
に
つ
い
て
は
周
波
数
構
成
、
騒
音

波
形
の
違
い
か
ら
計
算
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
騒
音
の
高
い
方
で
ほ
と
ん
ど
決
定
さ
れ
る
」
。
「
道
路
と
鉄
道
の
騒
音
、

振
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
性
質
が
違
う
こ
と
か
ら
、
評
価
方
法
が
異
な
り
同
一
基
準
で
論
ず
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
現
段
階
で
は
道
路
、

鉄
道
の
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
に
評
価
し
、
対
応
す
る
」
。
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以
上
の
予
測
と
評
価
に
基
づ
い
て
、
鉄
道
騒
音
の
環
境
保
全
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
公
団
は
次
の
対
策
を
立
て
る
こ
と
と

「
生
活
環
境
保
全
の
方
針
は
、
で
き
る
だ
け
影
響
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
て
、
路
線
選
定
か
ら
建
設
工
事
及
び
維
持
管
理
に
い
た
る
ま

で
種
々
の
配
慮
を
す
る
」
。
「
そ
の
際
、
鉄
道
施
設
で
で
き
る
か
ぎ
り
対
策
を
行
う
が
、
そ
の
他
各
種
総
合
的
施
策
の
推
進
も
併
せ
環
境
保

具
体
的
に
は
、

す
で
に
、

で
き
る
限
り
市
街
地
・
人
家
密
集
地
、
及
び
学
校
・
病
院
等
の
近
傍
を
避
け
て
路
線
を
選
定
し
た
。

音
源
対
策
と
し
て
、
「
陸
上
部
橋
梁
で
は
で
き
る
だ
け
騒
音
の
低
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
を
使
用
し
、
ま
た
、
高
架
橋
等
に
つ
い
て
は
、

騒
音
遮
へ
い
の
た
め
、
施
行
基
面
端
に
高
さ
二

・
O
m
の
防
音
壁
を
設
置
し
、
騒
音
の
軽
減
化
を
図
る
。
海
峡
部
橋
梁
に
つ
い
て
も
、
長

大
橋
梁
を
除
く
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
陸
上
部
橋
梁
と
同
様
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
を
使
用
し
て
騒
音
の
軽
減
化
を
図
る
。
し
か
し
、
吊
橋
等

長
大
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
耐
風
安
定
性
か
ら
一
般
に
音
源
対
策
は
困
難
で
あ
る
が
鋭
意
研
究
を
進
め
る
」
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
の
使
用
と
防

レ
ー
ル
の
重
量
化
と
ス
ラ
ブ
マ
ッ
ト
の
採
用
を
、
具
体
的
な
対
策
の
例
と
し
て
明
示
す
る
。

音
壁
の
設
置
の
ほ
か
に
も
、

い
さ
ら
に
、
公
団
は
、
環
境
庁
長
官
の
意
見
に
従
っ
て
、
『
評
価
書
案
』
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
次
の
努
力
目
標
を
、
『
評
価
書
』

(120) 

に
記
載
し
た
。

「
将
来
新
幹
線
鉄
道
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
鉄
道
の
営
業
開
始
ま
で
の
期
間
を
ふ
ま
え
て
、
騒
音
レ

ベ
ル
を
五
ホ
ン

(
A
)
程
度
軽
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
鋭
意
技
術
開
発
を
推
進
し
、

活
環
境
へ
の
影
響
を
極
力
軽
減
す
る
よ
う
努
力
す
る
」
。

公
団
は
、
こ
の
努
力
目
標
も
、
環
境
保
全
目
標
達
成
の
た
め
の
対
策
（
⑥
で
既
述
）

に
防
音
対
策
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

全
に
努
力
す
る
」
。

し
た⑲(d) 

゜

そ
の
成
果
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
沿
線
の
生

に
よ
っ
て
十
分
に
達
成
で
き
る
と
考
え
て
、
特
別

一
四
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瀬戸大橋に関する環境法tの諸問題（下）（中山）

瀬
戸
大
橋
周
辺
の
多
く
の
住
民
に
と
っ
て
は
、

と
J

R
貨
物
）

そ
の
鉄
道
騒
音
は
、
環
境
保
全
目
標
値
又
は
努
力
目
標
値
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
に

か
か
わ
り
な
く
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
ひ
ど
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。
住
民
は
、
公
団
と
列
車
を
運
行
す
る
J
R
二
社

(
J
R
四
国

(122) 

に
対
し
、
新
幹
線
環
境
基
準
値
以
下
に
、
騒
音
を
低
減
す
る
こ
と
等
を
求
め
た
。

い
る
の
で
あ
る
。

（
①
＼
④
）
以
外
の
測
定
場
所
を
、
長
大
橋
梁
区
域
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
櫃
石
島
の
一
般
区

間
で
最
高
で
あ
っ
た
測
定
場
所
（
七
九
ホ
ン
の
③
）
を
含
め
、
全
地
点
で
環
境
保
全
目
標
値
（
一
般
区
間
で
八

0
ホ
ン
以
下
、
長
大
橋
梁

区
域
で
八
五
ホ
ン
以
下
）

は
達
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
の
最
高
値
に
つ
い
て
評
価
す
れ
ば
、
櫃
石
島
の
一

カ
所
（
③
）
、
与
島
の
ニ
カ
所
（
③
⑥
）
で
、
環
境
保
全
目
標
値
を
超
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
努
力
目
標
値
（
一
般
区
間
で
七
五
ホ
ン

以
下
、
長
大
橋
梁
区
域
で
八

0
ホ
ン
以
下
）
に
よ
っ
て
各
地
点
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
評
価
す
れ
ば
、
評
価
値
の
最
高
値
に
つ
い
て
す
ら
、
櫃

石
島
の
一
カ
所
（
③
）
で
四
ホ
ン
、
与
島
の
四
カ
所
（
①
③
⑤
⑥
）
で
一
＼
五
ホ
ン
、
岩
黒
島
の
一
カ
所
（
①
）
で
一
ホ
ン
だ
け
超
え
て

定
場
所
の
ほ
と
ん
ど

公
団
は
、
「
環
境
保
全
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
音
源
対
策
と
し
て
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
」
、
具
体
的
対
策
の
「
実

施
に
際
し
て
は
、
技
術
開
発
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
保
全
に
努
力

(121) 

す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
鉄
道
開
業
と
と
も
に
実
際
に
生
じ
た
鉄
道
騒
音
は
、
環
境
庁
長
官
の
意
見
に
従
っ
て
付
け
加
え
た
努
力
目
標
値
ば
か
り
か
、

公
団
は
騒
音
レ
ベ
ル
が
目
標
値
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
、
前
記

(m)

は
全
列
車
中
の
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
の
最
高
値
よ
り
も
一
＼
四
ホ
ン
だ
け
小
さ
い
。

の
評
価
値
の
最
高
値
に
つ
い
て
評
価
し
て
お
り
、
こ
の
値

四
•
五
月
で
は
そ
の
評
価
値
で
す
ら
、
最
高
値
が
八
一
ホ

ン
以
上
の
地
点
が
五
カ
所
（
与
島
①
③
⑤
⑥
、
岩
黒
島
①
）
あ
り
、
最
高
は
八
五
ホ
ン

環
境
保
全
目
標
値
す
ら
超
え
る
も
の
が
あ
っ
た

（表
7
の
四
・
五
月
の
測
定
結
果
）
。

（ウ）

(a) 

一
五

（
与
島
③
）
に
達
し
た
。
公
団
は
、
櫃
石
島
の
測
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最
高
値
に
つ
い
て
の
評
価
で
は
、
列
車
減
速
も
含
め
て
、

い
ず
れ
の
対
策
も
ほ
と
ん
ど
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

（表
7
の
六
・
七
月
の

レ
ー
ル
な
ど
列
車
走
行
に
伴
う
施
設
の

香
川
・
岡
山
両
県
も
、
少
な
く
と
も
努
力
目
標
値
以
下
に
騒
音
を
低
減
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
一
九
八
八
年
六
月
六
日
に
は
、
香
川
県

(123) 

と
坂
出
市
は
、
知
事
と
市
長
名
で
公
団
と
J
R
二
社
に
対
し
て
、
次
の
事
項
の
実
施
を
要
請
し
た
。

「
①
橋
上
の
防
音
・
吸
音
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
②
努
力
目
標
を
早
期
に
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
、
深
夜
騒
音
の
低
減
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
受
音
側
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
も
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。
な
お
、
深
夜
騒

音
対
策
は
、
特
に
急
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
列
車
走
行
速
度
の
低
減
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」
。

b
 

J
R
は
、
午
前

0
時
か
ら
六
時
ま
で
の
深
夜
・
早
朝
の
四
便
に
限
り
、
列
車
の
減
速
に
応
じ
、
早
朝
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
列
車
（
四

(124)

（
応
）

便
）
を
新
車
両
に
変
更
し
た
。
公
団
も
、
吸
音
板
、
制
振
材
の
設
置
な
ど
の
防
音
工
事
を
し
た
。
橋
梁
部
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

公
団
と
J
R
と
の
間
で
結
ば
れ
た
協
定
に
よ
っ
て
、
公
団
が
一
般
的
に
責
任
を
負
い
、

J

R
は、

保
守
・
点
検
の
責
任
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

(126) 

減
速
さ
れ
た
列
車
の
騒
音
の
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
は
か
な
り
低
下
し
た
が
、
新
車
両
へ
の
変
更
の
効
果
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
評
価
値
の

調
査
結
果
）
。

そ
こ
で
、
香
川
県
は
七
月
一
五
日
に
、
知
事
、
議
長
名
で
、
運
輸
省
・
建
設
省
・
環
境
庁
・
公
団
及
び
J
R
二
社
に
対
し
て
、
再
度
、

ほ
ぽ
前
回
と
同
じ
内
容
の
要
望
を
行
な
っ
た
。
但
し
、
②
の
「
な
お
」
以
下
の
部
分
は
削
除
さ
れ
、
受
音
側
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
新
幹
線

の
場
合
に
準
じ
た
」
と
い
う
文
言
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

―
一
月
一
五
・
一
六
日
に
も
、
次
の
事
項
を
追
加
し
た
要
望
を
行
な
っ
た
。

「
③
現
在
実
施
し
て
い
る
深
夜
、
早
朝
に
お
け
る
列
車
走
行
速
度
の
低
減
措
置
は
、
受
音
側
対
策
の
完
了
ま
で
継
続
す
る
こ
と
」
。

公
団
は
、
七
月
に
受
け
た
要
望
に
従
っ
て
、
九
月
か
ら
、
吸
音
板
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
、
防
音
壁
の
設
置
な
ど
の
追
加
防
音
工
事
を
実
施
し
、

―
一
月
一
五
日
に
完
了
し
た
。

一
六
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（ド）（中山）

(b) 

一
七

し
か
し
、
騒
音
の
最
高
値
は
せ
い
ぜ
い
ニ
ホ
ン
程
度
ま
で
し
か
低
減
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
評
価
値
の
最
高
値
は
、

（
及
び
与
島
①
）

大
気
汚
染
の
防
止

句
通
行
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
に
つ
い
て
、
公
団
は
、
『
評
価
書
』

(

1

3

2

)

(

1

3

3

)

 

に
基
づ
き
策
定
し
た
公
害
防
止
計
画
の
目
標
値
を
、
環
境
保
全
の
努
力
目
標
と
し
た
。

八
一
ホ
ン
以

と
櫃
石
島
の
一
カ
所
（
七
九
ホ
ン

上
の
地
点
が
与
島
で
ニ
カ
所
（
八
三
ホ
ン
の
③
、
八
四
ホ
ン
の
⑥
）
あ
り
、
こ
れ
ら

の
③
）
が
、
努
力
目
標
値
を
依
然
と
し
て
超
え
て
い
る
。
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
の
最
高
値
は
、
こ
れ
ら
の
三
カ
所
（
櫃
石
島
③
、
与
島
③
⑥
）

で
環
境
保
全
目
標
値
を
超
え
、
合
計
九
カ
所
（
上
記
三
カ
所
の
ほ
か
、
与
島
①
④
⑤
⑦
、
岩
黒
島
①
④
）
で
努
力
目
標
値
を
超
え
て
い
る

（表
7
の
一
―
月
の
測
定
結
果
）
。
も
と
も
と
騒
音
の
比
較
的
低
い
電
車
で
は
、
騒
音
が
か
な
り
低
減
し
た
が
、
特
に
騒
音
の
大
き
い
貨
車

(128) 

や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
の
騒
音
は
、
あ
ま
り
低
減
し
な
か
っ
た
。

鉄
道
側
の
防
音
工
事
に
よ
っ
て
は
十
分
な
騒
音
低
減
の
効
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
公
団
は
、
民
家
の
防
音
工
事
の
費
用
を
助
成

す
る
受
音
側
対
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
は
受
音
側
対
策
に
は
消
極
的
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
列
車
の
減
速
を
求
め

(129) 

て
お
り
、
受
音
側
対
策
に
つ
い
て
は
対
象
民
家
の
基
準
に
つ
い
て
争
っ
て
い
る
。
な
お
、
運
輸
大
臣
は
す
で
に
一
九
八
八
年
一

0
月
に
、

(130)
（

131) 

防
音
工
事
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
場
合
に
は
、
昼
間
の
列
車
の
減
速
を
指
導
す
る
考
え
を
示
し
て
い
た
。

2
 m

 

で
、
岡
山
・
香
川
両
県
が
公
害
対
策
基
本
法

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
酸
化
窒
素
の
努
力
目
標
値
は
、
当
時
の
環
境
基
準
値
と
同
一
で
あ
っ
て
、
「
一
時
間
値
の
一
日
平
均
値
が

O
・
O
ニ

(134) 

p
p
m
以
下
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
路
に
面
す
る
地
域
の
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、

W
H
o
（
世
界
保
健
機
関
）
の
専

門
委
員
会
が
公
衆
の
健
康
を
守
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
示
し
た
値
「
二
酸
化
窒
素
の
一
時
間
値
が
月
に
一
度
を
超
え
て
出
現
し

(135) 

て
は
な
ら
な
い
値
o
•

1
 

o
~
o

・
一
七
p
p
m

」
を
も
予
測
結
果
の
評
価
に
あ
わ
せ
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

大
気
汚
染
物
質
の
濃
度
の
予
測
を
、
公
団
は
、
「
年
間
の
時
間
帯
別
の
風
の
デ
ー
タ
、
時
間
帯
ご
と
の
交
通
量
に
よ
る
排
出
ガ
ス
量

9--2-185 (香法'89)



と
大
気
安
定
度
を
考
慮
し
て
拡
散
計
算
を
行
い
、
時
間
帯
別
の
濃
度
を
求
め
、

(131) 

二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
予
測
・
評
価
し
た
。

道
路
か
ら
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
よ
る
濃
度
は
最
大
の
地
点
で

0
・
0
1
p
p
m
で
あ
り
、
こ
れ
と
地
域
の
公
害
防
止
計
画
の
中
で
見

込
ま
れ
て
い
る
目
標
値
（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
濃
度
）
の

0
・
0
1
p
p
m
を
合
わ
せ
る
と
、
計
画
路
線
周
辺
の
二
酸
化
窒
素
の
年
平
均
値

は
O
・
O
二
p
p
m
に
な
る
。
「
二
酸
化
窒
素
日
平
均
値
の
二
％
除
外
値
」
を
求
め
る
と
、
こ
の
値
は

0
・
O
四

p
p
m
程
度
に
な
り
、
環

境
保
全
の
努
力
目
標
を
超
え
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
「
年
平
均
値
O
・
O
二
p
p
m
に
相
当
す
る
1

h
 s
u
b
m
a
x
値
は
ほ
ぽ

0
.
-
p
p
m
と
な
」
り
、
「
こ
れ
は

W
H
o
…
…
の
二

酸
化
窒
素
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
の
下
限
値
O
・
1
0
p
p
m
と
同
程
度
で
あ
り
、
外
国
の
窒
素
酸
化
物
に
関
す
る
基
準
等
を
参
照
し

て
も
人
の
健
康
に
害
を
及
ぽ
す
こ
と
は
な
い
」
。
さ
ら
に
、

(138) 

あ
る
」
。

一
酸
化
炭
素
は
「
環
境
保
全
目
標
に
照
ら
し
て
も
問
題
な
」
く
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
「
影
響
は
少
な
L

く
、
光
化
学
オ
キ
シ

(139) 

ダ
ン
ト
」
の
「
現
況
は
改
善
さ
れ
て
い
く
」
と
評
価
し
た
。

(140) 

り
大
気
汚
染
、
中
で
も
二
酸
化
窒
素
に
よ
る
も
の
の
予
測
と
評
価
に
対
し
て
は
、
多
く
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
た
。
疑
問
は
、
二
酸

化
窒
素
濃
度
の
評
価
に

W
H
O
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
た
こ
と
、
推
計
に
用
い
た
回
帰
式
、
予
測
式
、
地
形
条
件
、
気
象
デ
ー
タ
、
バ

(141) 

ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
濃
度
な
ど
に
関
係
す
る
。

前
記

(m)

公
害
対
策
の
総
合
的
推
進
を
、
公
団
は
前
提
と
し
、

な
お
、

(136) 

そ
れ
を
平
均
し
、
年
平
均
濃
度
と
し
」
て
出
し
た
。

そ
の
値
は
「
一
時
間
値
の
年
間
最
高
値
に
す
る
と

O・

―
二

p
p
m
程
度
で

(142) 

の
予
測
と
評
価
は
、
そ
れ
ら
の
疑
問
を
含
む
意
見
を
受
け
て
補
完
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（田）

大
気
質
の
保
全
対
策
に
つ
い
て
公
害
防
止
計
画
に
よ
っ
て
関
係
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
定
点
観
測
点
の
設
置
、
現
況
の
把
握
、
及
び

か
つ
、
関
係
機
関
に
よ
る
発
生
源
対
策
と
し
て
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
量
の
規
制
に
期

一
八
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

公
団
は
、

騒
音
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
九

「
道
路
の
施
設
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
環
境
施
設
帯
を
設
け
る
等
の
対
策
や
、
計
画
路
線
と
し
て
可
能
な
限
り
良
好
な
生
活
環
境
を
形
成

す
る
区
域
を
避
け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
走
行
の
障
害
な
ど
に
よ
る
大
気
質
へ
の
影
響
を
考
え
諸
施
設
の
整
備
、
道
路
の
維
持
管
理
を

十
分
に
行
い
走
行
の
円
滑
化
を
図
る
」
。
「
交
通
管
理
面
で
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
速
度
違
反
、
過
積
載
車
、
整
備
不
良
車
等
の
取
締

り
の
推
進
を
図
る
」
。
「
今
後
、
路
線
近
傍
の
大
気
汚
染
物
質
濃
度
低
減
の
た
め
に
関
係
機
関
と
協
力
し
て
努
力
し
て
い
く
」
。

「
予
測
手
法
、
現
況
調
査
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
継
続
調
査
を
行
う
」
。
「
路
線
周
辺
の
大
気
環
境
の
監
視
計
画
は
、
関
係
行
政
機
関
等
と

十
分
調
整
を
は
か
り
、
決
定
す
る
」
。
「
他
機
関
の
既
存
の
観
測
地
点
を
考
慮
し
て
気
象
条
件
、
並
び
に
各
種
大
気
質
の
観
測
を
実
施
し
、

予
測
値
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
係
数
（
硫
黄
酸
化
物
も
含
む
）
、
窒
素
酸
化
物
中
に
占
め
る
二
酸
化
窒
素
の
割
合
、

農
作
物
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
検
討
も
引
続
き
実
施
し
て
い
く
。

⑰
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
住
民
を
必
ず
し
も
納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

倉
敷
市
児
島
稗
田
地
区
の
住
民
は
、
盆
地
状
の
地
形
を
し
た
地
区
内
を
通
過
す
る
高
速
道
路
に
よ
る
二
酸
化
窒
素
な
ど
の
大
気
汚
染
や

し
て
運
動
を
進
め
た
。

一
九
七
七
年
以
降
、
高
速
道
路
ル
ー
ト
の
全
面
ト
ン
ネ
ル
化
を
要
求
し
、
「
稗
田
地
区
ト
ン
ネ
ル
推
進
会
」
を
結
成

一
九
七
八
年
に
出
さ
れ
た
『
評
価
書
』
で
は
、
稗
田
地
区
の
路
線
計
画
に
つ
い
て
は
「
今
後
も
L

「
調
査
検
討
し
決

(145) 

定
す
る
考
え
L

を
、
公
団
に
明
ら
か
に
さ
せ
た
。

基
準
を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
陳
情
書
を
公
団
に
提
出
し
た
。

一
九
八
一
年
五
月
に
、
当
初
計
画
よ
り
ル
ー
ト
を
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
西
に
移
動
し
て
一
部
を
ト
ン
ネ
ル
に
す
る
路
線
計
画

を
、
地
元
に
示
し
た
。
住
民
は
こ
の
修
正
案
に
も
反
対
で
あ
っ
た
が
、
岡
山
県
議
会
が
八
月
に
意
見
つ
き
で
、
こ
の
路
線
計
画
を
丁
承
す

る
な
ど
の
経
緯
も
あ
っ
て
、

一
九
八
一
年
四
月
に
は
、
実
測
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
二
酸
化
窒
素
濃
度
が
環
境

一
九
八
三
年
三
月
に
は
、
こ
の
一
部
ト
ン
ネ
ル
案
で
公
団
と
「
稗
田
地
区
ト
ン
ネ
ル
推
進
会
」
が
一
応
合
意

待
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
次
の
対
策
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
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し
た
。 し

か
し
、
他
方
で
、
『
評
価
書
』
で
の
二
酸
化
窒
素
濃
度
の
扱
い
は
、

N
0
2環
境
基
準
値
の
緩
和
へ
の
動
き
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
七
月
―
―
日
に
、
環
境
庁
は
二
酸
化
窒
素
の
環
境
基
準
を
緩
和
し
て
、
「
一
時
間
値
の
一
日
平
均
値
が

O
・
O
四
p
p
m
か

ら

O
・
O
六
p
p
m
ま
で
の
ゾ
ー
ン
内
又
は
そ
れ
以
下
で
あ
る
こ
と
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
「
二
四
時
間
平
均
の
一
時
間
値

O
・
O
二
p
p

m
以
下
」
と
い
う
基
準
な
ら
、
大
幹
線
道
路
は
ど
こ
に
も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
た
「
行
政
と
し
て

(146) 

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
総
合
政
策
的
判
断
」

，` 3
 

,
1しm

 列車
が
走
行
し
て
か
ら
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
に
、
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
が
あ
る
。
列
車
が
走
行
す
る
と
、

列
車
に
よ
る
高
さ
が
加
わ
っ
て
の
み
生
じ
る
障
害
で
あ
り
、
そ
の
補
償
を
公
団
と

J
R
と
の
い
ず
れ
が
行
な
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
両

者
間
で
鉄
道
施
設
の
利
用
協
定
の
解
釈
が
争
わ
れ
た
。
結
局
、
そ
れ
は
当
然
に
予
定
し
て
い
た
利
用
の
範
囲
内
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
、
公
団
が
補
償
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

(147) 

低
周
波
の
空
気
振
動
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
も
っ
ぱ
ら
自
動
車
の
走
行
に
よ
る
も
の
の
検
討
が
な
さ
れ
、
公
団
は
『
評
価
書
案
』

で
は
九

0
デ
シ
ベ
ル
と
い
う
環
境
保
全
目
標
を
定
め
た
。

に
つ
い
て
の
知
見
が
十
分
で
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
環
境
保
全
目
標
は
「
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
段
階
で
」
設
定
す
る
こ
と
に
変
更

（イ）
ン
ネ
ル
に
限
り
、
障
害
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他

て
い
な
い
。

（オ）
を
す
る
に
至
っ
た
。
高
架
橋
の
高
さ
を
一
五
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
す
る
な
ど
の
対
策
も
含
ま
れ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
交
通
量
が
予
想
よ
り
大
幅
に
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
道
路
か
ら
の
大
気
汚
染
に
よ
る
被
害
問
題
は
表
面
化
し

し
か
し
、
『
評
価
書
』

一
定
の
チ
ャ

で
は
、
「
現
状
で
は
低
周
波
空
気
振
動
が
及
ぽ
す
影
響
等

二

0
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

対
策
と
し
て
は
、
「
今
後
の
研
究
と
も
相
ま
っ
て
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
剛
度
の
高
い
橋
梁
構
造
を
採
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
低

現
在
の
と
こ
ろ
、

(105) 

(106) 

(107) 

(108) 

(109) 

(llO) 

(111) 

(112) 

車
と
の
い
ず
れ
に
よ
る
も
の
も
、

「
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
対
処
す
る
L

こ
と
と
し
て
い
る
。

住
民
か
ら
目
立
っ
た
被
害
の
訴
え
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

（
郎
）

か
な
り
大
き
な
値
に
な
っ
て
い
る
。

四
六
三
頁

及
び
香
川
県
環
境
保
健
部
公
害
課
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

交
通
騒
音
と
し
て
は
、
長
大
橋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
継
ぎ
目
の
上
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
車
が
通
過
す
る
際
に
発
生
す
る
衝
撃
音
も
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
公
団
が
一
九
八
八
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
に
継
ぎ
目
の
下
に
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
を
敷
く
な
ど
の
防
音
対
策
を
行
な
っ
た
結
果
、
最
高
値

が
岩
黒
島
で
七

0
ホ
ン
か
ら
五
九
ホ
ン
に
、
与
島
で
も
六
六
ホ
ン
か
ら
六
一
ホ
ン
に
下
が
っ
た
が
、
下
津
井
瀬
戸
大
橋
で
は
（
高
音
の
回
数
は
減
っ
た
が
）

七
一
ホ
ン
か
ら
七

0
ホ
ン
に
下
が
っ
た
に
す
ぎ
な
い
（
朝
日
新
聞
香
川
版
一
九
八
八
年
九
月
六
日
。
同
七
月
一
九
日
も
参
照
）
。
香
川
県
な
ど
に
よ
る
衝

撃
音
の
測
定
は
、
七
月
一
九
＼
二

0
日
と
八
月
二
三
＼
二
四
日
に
行
な
わ
れ
た
。

岡
山
県
弁
護
士
会
が
一
九
八
八
年
六
月
に
実
施
し
た
田
之
浦
地
区
住
民
の
被
害
実
態
調
究
に
よ
れ
ば
、
回
答
者
一
五
九
人
の
う
ち
九
五
％
が
「
慢
性
的
な

睡
眠
不
足
L

を
訴
え
、
う
ち
一
九
人
が
睡
眠
薬
や
精
神
安
定
剤
を
使
っ
て
い
る
ほ
か
、
二
人
が
通
院
治
療
を
受
け
て
い
た
。
睡
眠
時
間
の
減
少
、
頭
痛
、

血
圧
上
昇
、
仕
事
に
対
す
る
悪
影
響
が
あ
る
者
の
割
合
も
高
い
（
朝
日
新
聞
一
九
八
八
年
八
月
七
日
）
。

表

7
は
、
香
川
県
が
一
九
八
八
年
―
一
月
の
調
究
に
つ
い
て
作
成
し
た
「
瀬
戸
大
橋
鉄
道
騒
音
調
査
結
果
」
の

7
m
の
表
に
、
同
調
査
結
果
の

2
で
示
さ

れ
た
「
橋
か
ら
の
距
離
」
を
加
え
、
注
の
大
部
分
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
注
で
示
し
た
調
在
日
時
は
、
七
月
ま
で
の
調
在
に
つ
い
て
香
川
県
が
一

九
八
八
年
七
月
に
作
成
し
た
五
瀬
戸
大
橋
鉄
道
騒
音
調
森
結
果
」
等
に
も
よ
る
。

一
番
目
の
列
車
か
ら
二

0
番
目
の
列
車
、
二
番
目
の
列
車
か
ら
ニ
一
番
目
の
列
車
、
…
…
、
七
五
番
目
の
列
車
か
ら
九
四
番
目
の
列
車
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
、
連
続
す
る
二

0
本
の
列
車
の
う
ち
上
位
―

0
本
の
パ
ワ
ー
平
均
値
を
算
出
す
る
（
前
掲
の
一
一
月
の
調
査
結
果
6
注）。

『
評
価
書
』
二
六
二
頁
。

「
技
術
指
針
」
第

3
部
4

ー

2
1
3
。

『
評
価
書
』
二
六
二
頁
。

『
評
価
書
』
四
六
一
、

（
意
見
⑯
⑯
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
見
解
）
、

周
波
空
気
振
動
に
よ
る
低
減
に
つ
と
め
」
、

低
周
波
空
気
振
動
の
実
測
値
は
、
自
動
車
と
列
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（
ホ
ン

(
A
)）

 

を
S
.
L
、
構
造
物
中
心
か
ら
の
水
平
距
離

(m)
を
R
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。

(113)
『
評
価
書
』
二
六
二
頁
。

(114)
予
測
式
は
、
騒
音
レ
ベ
ル

高
架
橋

S
.
L
11
ー
1
9
.
2
8
l
o
g
R

+
 
9
5
.
6
6
 

（
高
さ
は
高
架
の

F
L
ま
で
約
六

m
、
防
音
堅
は

E
L
よ
り
二

m
)

吊
橋
等

S
.
L
=
-
2
1
.
5
0
 l
o
g
 R
 

+
 
1
1
9
 .
8
4
 

（
高
さ
は

F
L
ま
で
約
六

m
)

(115)
『
評
価
書
』
二
六
二
頁
。

(116)
「
実
施
細
目
」
第
2
部
3
1
1
1
3
0

(117)
『
評
価
書
』
四
六
三
頁
（
意
見
⑯
と
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
。

(118)
『
評
価
書
』
四
六
四
頁
（
意
見
⑯
と
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
。

(119)
『
評
価
書
』
二
六
二
、
三

0
三
、
三

0
七
、
三

0
八
頁
、
及
び
四
六
三
＼
四
六
四
頁
（
意
見
⑯
に
対
す
る
見
解
）
。

(120)
『
評
価
書
』
二
六
三
頁
、
四
六

0
頁
（
意
見
⑫
と
そ
れ
に
対
す
る
見
解
）
、
四
八
三
頁
、
及
び
香
川
県
環
境
保
健
部
公
害
課
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
な
お
、
環

境
庁
長
官
の
意
見
（
『
評
価
書
』
四
六

0
頁
⑫
）
に
は
、
「
東
北
新
幹
線
小
山
総
合
試
験
線
区
に
お
け
る
試
験
結
果
が
集
約
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
技
術
開

発
の
目
標
及
び
達
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
」
も
加
え
ら
れ
て
い
た
。

(121)
『
評
価
書
』
四
六
四
頁
（
意
見
⑯
に
対
す
る
見
解
）
。

(122)
与
島
・
岩
黒
島
及
び
櫃
石
島
の
住
民
代
表
は
、
香
川
県
・
県
議
会
・
坂
出
市
・
市
議
会
に
対
し
て
も
、
一
九
八
八
年
六
月
―
一
日
に
、
騒
音
問
題
の
解
決

に
つ
い
て
陳
情
を
行
な
っ
た
（
香
川
県
提
供
の
資
料
）
。
田
之
浦
地
区
東
町
内
会
は
、
公
団
と
J
R
四
国
に
対
し
、
防
音
工
事
で
騒
音
が
環
境
保
全
努
力

目
標
値
以
下
に
な
る
ま
で
の
緊
急
措
闘
と
し
て
、
防
音
設
備
を
施
し
た
仮
眠
所
、
住
宅
へ
の
二
重
窓
と
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
、
住
民
の
健
康
被
害
調
査
な
ど

を
、
七
月
一
五
日
に
求
め
た
（
朝
日
新
聞
一
九
八
八
年
七
月
一
六
日
）
。
な
お
、
岡
山
弁
護
士
会
公
害
委
員
会
も
、
六
月
四
日
付
の
「
瀬
戸
大
橋
列
車
騒

音
に
関
す
る
意
見
書
」
で
、
公
団
と

J
R
四
国
・

J
R
貨
物
に
対
し
、
次
の
事
項
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
「
技
術
的
に
可
能
な
限
り
の
防

音
工
事
を
し
、
発
生
騒
音
を
少
し
で
も
低
下
さ
せ
る
こ
と
」
。
「
深
夜
0
時
か
ら
朝
六
時
ま
で
の
列
車
運
行
を
停
止
す
る
こ
と
を
含
め
て
適
切
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
し
。
及
び
「
列
車
運
行
に
つ
い
て
は
減
速
措
置
を
講
じ
、
速
や
か
に
『
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
』
の
住
居
地
域
並
み
に
七

0
ホ
ン

以
下
に
列
車
騒
音
を
低
減
す
る
こ
と
」
。

9-2-190 (香法'89)



瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

(123) 

(124) 

(125) 

(126) 

(127) 

(128) 

(129) 

(130) 

(131) 

(132) 

(133) 

(134) 
香
川
県
と
坂
出
市
は
、
四
月
二
七
＼
二
八
日
に
騒
音
の
測
定
を
実
施
し
（
表

7
参
照
）
、
そ
の
結
果
等
に
つ
い
て
各
島
で
説
明
会
を
開
催
し
た
（
岩
黒
島

で
五
月
―
一
日
、
二
四
日
、
櫃
石
島
で
一
四
日
、
与
島
で
一
六
日
）
。
公
団
と

J
R
二
社
に
対
し
て
は
、
六
月
六
日
の
要
望
に
先
出
ち
、
騒
音
低
減
措
置

に
つ
い
て
、
五
月
一
七
日
に
知
事
・
市
長
名
で
要
請
し
、
五
月
三
一
日
に
坂
出
市
が
再
度
文
書
で
要
請
し
て
い
た
。
運
輸
省
・
建
設
省
・
環
境
庁
に
対
し

て
も
、
公
団
等
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
、
六
月
八
日
に
知
事
・
市
長
名
で
要
望
を
行
な
い
、
六
月
一
三
日
に
は
こ
の
二
名
に
県
議
会
議
長
と
市
議
会
議

長
の
名
を
加
え
て
要
望
を
行
な
っ
た
。
六
月
一
三
日
に
は
、
公
団
と

J
R
二
社
に
も
要
請
を
行
な
っ
た
。

減
速
は
六
月
二

0
日
、
車
両
変
更
は
七
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
翌
日
に
か
け
て
騒
音
測
定
が
な
さ
れ
た
（
表
7
参
照
）
。

な
お
、
減
速
に
関
す
る
騒
音
測
定
結
果
に
つ
い
て
、
六
月
二
五
日
に
与
島
と
櫃
石
島
で
、
島
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

朝
日
新
聞
香
川
版
一
九
八
八
年
―
一
月
一
五
日
、
―
二
月
七
日
。

田
之
浦
の
騒
音
に
つ
い
て
、
磯
部
作
「
瀬
戸
大
橋
の
騒
音
公
害
と
住
民
の
対
応
」
日
本
科
学
者
会
議
瀬
戸
内
委
員
会
『
第
一
七
回
瀬
戸
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
書
』
（
一
九
八
九
年
）
七
九
頁
。

注
1250

香
川
県
「
瀬
戸
大
橋
鉄
道
騒
音
調
査
結
果
」

7
③
、
朝
日
新
聞
香
川
版
一
九
八
八
年
―
二
月
七
日
。

朝
日
新
聞
一
九
八
八
年
―
二
月
一
日
。
及
び
一
九
八
九
年
一
月
二
三
＼
二
五
日
に
三
島
の
住
民
に
対
し
て
開
か
れ
た
瀬
戸
大
橋
列
車
騒
音
対
策
説
明
会

に
関
す
る
朝
日
新
聞
全
国
版
・
香
川
版
一
九
八
九
年
一
月
二
四

S
二
六
日
。

朝
日
新
聞
一
九
八
八
年
一

0
月
五
日
。

環
境
庁
は
、
昭
和
六
四
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
、
列
車
騒
音
調
査
を
香
川
・
岡
山
の
各
県
に
委
託
し
、
ま
た
、
環
境
影
響
評
価
改
善
の
た
め
の
追
跡
調

査
を
瀬
戸
大
橋
を
対
象
に
行
な
う
こ
と
と
し
た
（
四
国
新
聞
一
九
八
八
年
八
月
二
五
日
）
。

岡
山
県
「
水
島
地
域
公
害
防
止
計
画
」
（
昭
和
四
九
年
―
二
月
）
、
香
川
県
「
香
川
地
域
公
害
防
止
計
画
」
（
昭
和
五
一
年
二
月
）
。

『
評
価
書
』
ニ
ニ
八
頁
。

『
評
価
書
』
ニ
ニ
八
頁
。
そ
の
ほ
か
の
大
気
汚
染
物
質
に
関
す
る
環
境
保
全
目
標
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
酸
化
炭
素
は
、
「
一
時
間
値
の
一
日
平
均

値
が
一

0
p
p
m
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
一
時
間
値
の
八
時
間
平
均
値
が
二

0
p
p
m
以
下
で
あ
る
こ
と
L
°

浮
遊
粒
子
状
物
質
は
「
一
時
間
値
の
一
日

平
均
値
が

0
・
1
0
 mg／
面
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
一
時
間
値
が

0
・ニ

0
m
g／
吋
以
下
で
あ
る
こ
と
L
°

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
「
一
時
間
値
が

0
.

0
六

p
p
m
以
下
で
あ
る
こ
と
L

。
こ
れ
ら
の
値
も
環
境
基
準
値
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
●
「
工
業
専
用
地
域
、
車
道
そ
の
他
一
般
公
衆
が
通
常
生
活
し
て

い
な
い
地
域
又
は
場
所
以
外
の
区
域
L

を
対
象
と
す
る
。

三
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（
田
尻
宗
昭
「
環
境
基
準
緩
和
告
示
を
め
ぐ
る
問
題
点
L

(135)
（136)
『
評
価
書
し
ニ
ニ
八
頁
。

(137)
『
評
価
書
』
二
三
七
＼
二
三
八
頁
。

(138)
こ
の
一
時
間
値
の
年
間
最
大
値
は
、
予
測
式
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
既
往
の
実
測
結
果
に
よ
っ
て
推
計
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
を
公
団
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

現
在
の
予
測
モ
デ
ル
で
は
種
々
の
最
悪
条
件
が
重
ね
合
わ
さ
れ
た
状
態
で
の
短
期
間
の
予
測
は
難
し
く
、
現
在
の
大
気
拡
散
予
測
式
で
は
、
一
時
間
値
を

正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
他
方
で
、
既
往
の
実
測
値
か
ら
年
平
均
値
と
一
時
間
値
の
月
間
次
高
値
等
と
の
関
係
が
統
計
的
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
用
い
て
判
断
し
た
（
『
評
価
虫
庁
四
五
三
、
四
五
五
、
四
五
七
＼
四
五
八
頁
（
意
見
⑲
⑫
⑱
に
対
す
る
見
解
）
）
。

(139)
湿
評
価
書
ぃ
二
三
九
、
二
四

0
頁。

(140)
勺
評
価
書
案
』
に
対
す
る
地
域
住
民
と
行
政
機
関
の
意
見
の
項
目
数
は
、
大
気
汚
染
、
中
で
も
二
酸
化
窒
素
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
『
評
価
書
』
四
三
六

＼
四
八
一
頁
に
記
載
さ
れ
た
意
見
の
項
目
数
は
、
合
計
で
一
六
〇
あ
り
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
大
別
す
る
と
、
環
境
影
響
評
価
全
般
関
係
が

九
、
環
境
影
響
評
価
書
案
関
係
が
一
四
二
、
手
続
関
係
が
五
、
そ
の
他
が
四
で
あ
る
。
環
境
影
響
評
価
書
案
関
係
は
さ
ら
に
四
つ
に
分
け
ら
れ
、
一
般
的

事
項
が
一
一
、
計
画
関
係
が
一
九
、
個
別
的
事
項
が
一
〇
七
、
予
測
・
評
価
の
な
い
項
目
が
五
で
あ
る
。
個
別
的
事
項
の
内
訳
は
、
自
然
環
境
が
一
―
‘

自
然
景
観
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
一
二
、
大
気
が
二
四
、
水
質
が
四
、
騒
音
一
六
、
振
動
が
九
、
低
周
波
空
気
振
動
・
地
盤
沈
下
が
四
、
工
事
中
関
係

が
一
―
―
-
、
環
境
管
理
が
四
で
あ
る
。

(141)
『
評
価
書
』
四
五
三
＼
四
五
九
頁
。

(142)
『
評
価
書
』
四
八
三
頁
に
よ
れ
ば
、
行
な
わ
れ
た
補
完
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
予
測
濃
度
と
環
境
基
準
と
の
対
比
、
一
時
間
値

(N02)
の
年

最
高
値
の
推
計
、

N
0
2
/
N
o
x
回
帰
式
の
検
討
、
霧
発
生
日
と

N
o
x濃
度
の
関
係
に
つ
い
て
の
現
状
分
析
、
予
測
値
と
実
測
値
の
照
合
。

(143)
品
町
価
書
』
三

0
0＼
三

0
-
、
三

0
七
、
三

0
八
＼
三

0
九
、
四
八
三
頁
。

(144)
以
下
の
住
民
運
動
に
つ
い
て
は
、
磯
部
作
「
岡
山
で
の
最
近
の
動
き
と
住
民
運
動
」
瀬
戸
内
海
一
四
号
（
昭
和
五
九
年
）
三
二
＼
三
三
頁
に
よ
る
。
坂
出

市
八
幡
地
区
へ
の
緩
衝
緑
地
帯
の
建
設
要
求
な
ど
に
関
す
る
住
民
運
動
に
つ
い
て
は
、
橋
本
了
一
「
四
国
側
で
の
最
近
の
動
き
と
地
域
住
民
の
対
応
」
瀬

戸
内
海
一
四
号
（
昭
和
五
九
年
）
三
八
＼
三
九
頁
に
、
簡
単
な
報
告
が
あ
る
。

(145)
『
評
価
書
し
四
四
三
頁
（
意
見
⑳
に
対
す
る
見
解
）
。
本
稿
一
③
口
も
参
照
。

(146)

一
九
七
八
年
六
月
一
三
日
、
一
六
日
、
衆
議
院
で
の
橋
本
道
夫
環
境
庁
大
気
保
全
局
長
の
答
弁

ジ
ュ
リ
ス
ト
六
七
三
号
(
-
九
七
八
年
）
三

0
頁
参
照
）
。

ニ
四
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

環
境
影
響
評
価
の
評
価

瀬
戸
大
橋
建
設
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
環
境
影
響
評
価
は
、

環
境
影
響
評
価
の
実
施
時
期
が
工
事
実
施
計
画
の
認
可
後
で
あ
り
、

っ
た
た
め
、
環
境
影
響
評
価
の
結
果
い
か
ん
で
計
画
を
中
止
し
た
り
、
大
幅
に
変
更
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
望
め
な
か
っ
た
。
計
画

の
変
更
可
能
な
範
囲
が
こ
の
よ
う
に
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

し
か
採
用
で
き
な
い
結
果
を
導
い
た
で
あ
ろ
う
し
、

に
対
す
る
意
見
は
こ
の
制
約
の
下
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
計
画
の
一
部
を
変
更
し
、

本
来
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
の
中
で
、
代
替
案
等
と
し
て
明
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
地
権
者
な
ど
地
元
の

，
ー
、ー,1しけ

句

最
も
基
本
的
な
問
題
は
、
次
の
点
に
あ
っ
た
。

む

す

び

し
か
も
『
評
価
書
案
』

二
五

(147)
『
評
価
書
』
二
七
二
＼
二
七
四
頁
、
四
六
七
＼
四
六
八
頁
（
意
見
⑩
＼
⑲
に
対
す
る
見
解
）
及
び
四
八
三
頁
。

(148)
岡
山
県
が
一
九
八
八
年
七
月
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
下
津
井
田
之
浦
地
区
で
、
五

0
ヘ
ル
ツ
以
下
の
範
囲
で
は
列
車
が
最
大
九
六
デ
シ
ベ
ル
、
自

動
車
が
九
五
デ
シ
ベ
ル
を
記
録
し
、
そ
の
中
で
も
人
体
に
最
も
影
響
が
出
る
と
さ
れ
る
一
〇
ヘ
ル
ツ
の
低
周
波
振
動
は
自
動
車
が
最
大
八
九
デ
シ
ベ
ル
、

列
車
が
八
八
デ
シ
ベ
ル
を
記
録
し
た
（
朝
日
新
聞
一
九
八
八
年
七
月
二
二
日
）
。さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
又
は
不
十
分
さ
を
含
ん
で
い
た

の
公
表
は
工
事
実
施
決
定
の
後
で
す
ら
あ

『
評
価
書
案
』
に
対
す
る
地
域
住
民
等
の
正
当
な
意
見
を
、

そ
も
そ
も
意
見
の
形
成
又
は
提
出
そ
の
も
の
を
強
く
制
約
し
て
い
た
。
『
評
価
書
案
』

又
は
計
画
を
具
体
化
す
る
場
合
、

そ
の
計
画
の
一
部
変
更
又
は
具
体
化
は
、 一

部

(
-
5
)
。
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(149) 

関
係
者
と
の
協
議
に
お
い
て
示
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
少
な
く
な
く
、

本
来
は
環
境
影
響
評
価
の
手
続
に
よ
っ
て
、

た
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
決
定
は
着
工
の
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

か
つ
そ
の
手
続
完
了
の
時
点
ま
で
に
解
決
す
べ
き
問
題
の
解
決
が
、
着
工
後
に
持
ち
越
さ
れ

し
か
し
、
他
方
で
、
環
境
影
響
評
価
の
実
施
は
、
多
く
の
点
で
公
害
防
止
と
環
境
保
全
に
、
実
際
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

環
境
影
響
評
価
の
手
続
完
了
の
時
点
ま
で
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
問
題
に
、
環
境
影
響
評
価
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。

面
化
し
た
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
、
環
境
影
響
評
価
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
着
工
後
に
解
決
が
持
ち
越
さ
れ
た
問
題
と
、
着
工
後
に
初
め
て
表

ま
た
現
在
も
果
た
し
つ
つ

環
境
影
響
評
価
の
手
続
完
了
の
時
点
で
採
用
さ
れ
て
い
た
計
画
案
が
変
更
さ
れ
て
、
景
観
破
壊
の
よ
り
少
な
い
ト
ン
ネ
ル
エ
法
と
斜
張

橋
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
『
評
価
書
案
』
に
示
さ
れ
た
計
画
案
に
対
し
て
、
地
域
住
民
と
行
政
機
関
が
強
く
異
議
を
唱
え
た
た
め

『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
た
事
項
、
と
り
わ
け
具
体
的
な
騒
音
基

で
あ
る
（
三
③
り
）
。
さ
ら
に
、
現
在
紛
争
中
の
鉄
道
騒
音
問
題
で
は
、

準
値
が
、
解
決
へ
の
あ
る
種
の
指
針
と
し
て
働
い
て
い
る

ヽ

ィ
9

9

 

ヽ
~

a
 

（
 

環
境
保
全
目
標
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
の
内
容
と
程
度
が
、
環
境
保
全
上
、
支
障
を
も
た
ら
す
も
の
か
否
か
に
つ
い

て
客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
騒
音
に
つ
い
て
い
え
ば
、
生
活
環
境
に
支
障
を
も
た
ら
す
最
小
限
の
騒
音

レ
ベ
ル
、

こ。t
 

(b) 

（
五
①
向
国
）
。

そ
こ
で
、
鉄
道
騒
音
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
環
境
影
響
評
価
の
問
題
点
を
具
体
的
に
検
討
し
、
解
決
へ
の
手
掛
を
探
ろ
う
。

ま
ず
、

八
0
ホ
ン
又
は
八
五
ホ
ン
と
い
う
環
境
保
全
目
標
値
が
、
適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。

な
い
し
生
活
環
境
に
支
障
を
も
た
ら
さ
な
い
最
大
限
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
、
環
境
保
全
目
標
値
に
定
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
六
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

公
団
は
、
近
傍
の
既
設
鉄
道
（
在
来
線
規
格
）

二
七

の
実
測
値
を
勘
案
し
て
、
環
境
保
全
目
標
値
を
定
め
た
と
言
う
。
こ
の
環
境
保
全
目
標

値
が
沿
線
住
民
の
生
活
環
境
に
支
障
を
も
た
ら
さ
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
『
評
価
書
』
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
在
来

線
の
騒
音
に
つ
い
て
は
沿
線
住
民
か
ら
差
止
請
求
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
例
が
な
い
か
ら
、
こ
の
程
度
の
騒
音
な
ら
住
民
の
生
活
環
境
を
害

さ
な
い
と
、
公
団
が
考
え
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

在
来
線
に
つ
い
て
、
鉄
道
騒
音
を
低
減
す
る
た
め
の
行
政
上
の
目
標
値
た
る
環
境
基
準
は
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
新
幹
線

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
七

0
ホ
ン
又
は
七
五
ホ
ン
以
下
と
い
う
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準
は
、
主
と
し
て
騒
音
に
対
す
る

沿
線
住
民
の
反
応
の
調
査
結
果
に
お
い
て
、
日
常
生
活
上
の
影
響
（
睡
眠
・
会
話
の
妨
害
等
）
や
心
理
的
影
響
（
び
っ
く
り
す
る
こ
と
）

を
受
け
て
い
る
と
訴
え
る
住
民
が
、
三

0
％
以
下
に
な
る
騒
音
レ
ベ
ル
を
基
礎
に
し
て
い
る
。

確
か
に
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
の
環
境
基
準
は
、
在
来
線
の
騒
音
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
は
、
在

(151) 

来
線
の
騒
音
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
り
、
両
者
の
影
響
を
全
く
同
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
関
す
る

前
記
の
事
実
か
ら
推
測
し
て
、
在
来
線
の
騒
音
に
よ
っ
て
も
、
七

0
ホ
ン
な
い
し
七
五
ホ
ン
で
す
で
に
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
蓋

然
性
が
高
い
と
、
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
在
来
線
の
騒
音
に
対
す
る
沿
線
住
民
の
反
応
を
実
際
に
調
査
し
て
、
新
幹
線

鉄
道
騒
音
の
環
境
基
準
値
に
よ
る
の
と
同
じ
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
す
在
来
線
の
騒
音
レ
ベ
ル
が
い
か
な
る
も
の
か
を
、
公
団
が
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
限
り
、
七

0
ホ
ン
な
い
し
七
五
ホ
ン
を
一
応
の
基
準
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

慮
し
て
、

そ
の
判
断
は
余
り
に
早
計
に
す
ぎ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
特
に
静
か
な
漁
村
等
を
鉄
道
が
全
く
新
た
に
通
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
を
も
十
分
に
考

そ
れ
よ
り
も
っ
と
低
い
環
境
保
全
目
標
値
を
設
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
関
す
る
調
査
結

果
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
新
幹
線
よ
り
も
山
陽
新
幹
線
の
方
に
お
い
て
、
沿
線
住
民
の
反
応
が
厳
し
く
、
こ
の
結
果
は
、
開
通
後
の
年
月
の

9-2-195 (香法'89)



あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

長
短
に
よ
る
「
騒
音
に
対
す
る
心
理
的
な
慣
れ
や
生
活
上
の
対
応
」
の
違
い
ば
か
り
で
な
く
、
「
山
陽
新
幹
線
の
方
が
比
較
的
住
環
境
の
良

(152) 

好
な
地
域
を
通
過
し
て
い
る
部
分
が
多
い
こ
と
等
の
事
情
に
も
よ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

感
じ
ら
れ
、

七
五
ホ
ン
又
は
八

0
ホ
ン
と
い
う
努
力
目
標
値
も
、
環
境
保
全
目
標
値
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て
み
た
と

環
境
保
全
目
標
と
努
力
目
標
に
当
て
ら
れ
た
七
五
ホ
ン
な
い
し
八
五
ホ
ン
と
い
う
騒
音
値
が
、
沿
線
住
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に

そ
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
す
か
が
、
事
前
に
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
点
も
問
題
で
あ

公
害
防
止
と
環
境
保
全
を
図
る
た
め
に
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
、
環
境
影
響
評
価
制
度
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
か
ら
、
関
係
者

た
る
沿
線
住
民
が
適
切
な
意
見
を
形
成
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
者
た
る
公
団
が
比
較
資
料
を
示
す
な
ど
し
て
、

り
易
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
瀬
戸
大
橋
付
近
の
住
民
は
、
従
来
鉄
道
騒
音
に
無
縁
で
あ
っ
た
た
め
に
、

鉄
道
騒
音
を
実
感
し
、

そ
の
影
響
を
予
想
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

c
 

公
団
は
、
環
境
保
全
目
標
値
を
用
地
境
界
に
お
い
て
守
れ
る
と
、
見
込
ん
で
い
た
。

そ
の
騒
音
値
の
影
響
を
解

そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
親
切
な
説
明
が
必
要
で
あ

さ
ら
に
、
環
境
保
全
目
標
値
又
は
努
力
目
標
値
を
達
成
で
き
る
と
い
う
見
通
し
が
甘
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
努
力
目
標
値
も
達
成
で
き

る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
見
通
し
は
、
鉄
道
騒
音
の
予
測
式
か
ら
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
予
測
式
は
、
近
傍
の
既
設
在

来
線
の
騒
音
実
測
値
の
近
似
式
か
ら
、
「
防
音
壁
の
設
憤
に
よ
る
遮
へ
い
回
折
の
減
衰
を
考
慮
し
て
」
作
ら
れ
た
。

そ
の
予
測
式
に
誤
り
が

予
測
式
の
誤
り
の
原
因
は
、
予
測
式
作
成
の
基
礎
に
さ
れ
た
実
測
値
を
出
し
た
既
設
の
在
来
線
と
瀬
戸
大
橋
に
設
置
さ
れ
た
鉄
道
と
で

っ
た
。

る。
(b) 

し
て
も
、
緩
や
か
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ニ
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

は
、
列
車
の
速
度
・
種
類
や
橋
梁
の
構
造
が
異
な
り
、

の
相
異
点
は
、
事
前
に
十
分
に
調
査
研
究
を
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
容
易
に
認
識
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
相
異
点
を
考
慮

し
て
予
測
式
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
高
い
騒
音
値
を
予
測
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

鉄
道
騒
音
の
予
測
に
誤
り
が
生
じ
た
の
は
、
結
局
、
当
初
は
鉄
道
騒
音
問
題
を
軽
視
し
て
い
た
た
め
に
、

を
省
い
た
こ
と
に
よ
る
と
息
わ
れ
る
。

②
『
評
価
書
』
等
の
法
的
拘
束
力

け
国
環
境
影
響
評
価
が
、
事
業
の
着
手
後
に
持
ち
越
さ
れ
、

響
評
価
書
の
記
載
事
項
が
そ
の
解
決
の
指
針
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
は
、

環
境
影
響
評
価
書
の
記
載
事
項
は
、

す
で
に
述
べ
た
（
①
け
⑯
）
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
関
係
者
を
何
ら
か
の
意
味
で
拘
束
す
る
規
範
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

こ
の
規
範
た
る
性
質
は
、
環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
一
定
の
事
項
に
当
然
に
備
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
規
範
は
単
な
る
道
義

上
の
行
為
規
範
で
は
な
く
、
記
載
内
容
に
偽
り
又
は
誤
り
が
あ
っ
た
り
、
記
載
内
容
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
何
ら
か
の
法
的
制
裁

を
事
業
者
が
受
け
る
と
い
う
効
力
を
生
じ
る
法
的
規
範
で
あ
る
、

事
業
者
は
環
境
影
響
評
価
書
を
作
成
・
公
表
し
、

ば
な
ら
ず
、
同
時
に
、

二
九

そ
れ
を
十
分
に
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
者

書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
も
、
真
実
で
あ
り
う
る
た
め
に
は
、

そ
れ
だ
け
調
査
研
究
の
手
間

又
は
表
面
化
し
た
問
題
の
解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
環
境
影

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

か
つ
関
係
行
政
機
関
に
送
付
す
る
こ
と
を
経
て
、
は
じ
め
て
事
業
の
実
施
に
着
手
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
実
施
が
許
容
さ
れ
る
条
件
又
は
前
提
と
し
て
、
環
境
影
響
評
価
書
の
内
容
が
適
正
で
な
け
れ

そ
の
記
載
事
項
が
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
実
現
の
予
定
又
は
見
込
み
が
環
境
影
響
評
価

そ
れ
が
必
ず
実
現
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
要
請
は
、
法
的
制
裁
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
も
な
い
と
、
環
境
影
響
評
価
書
に
不
適
正
又
は
不
実
の

内
容
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
環
境
影
響
評
価
の
制
度
を
有
名
無
実
化
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
事
業
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不
能
の
と
き
は
、
事
業
の
廃
止
す
ら
義
務
づ
け
ら
れ
る
、

の
着
手
前
に
記
載
事
項
の
不
適
正
又
は
不
実
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
補
正
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
事
業
の
着
手
は
許
さ
れ
ず
、

事
業
の
着
手
後
に
そ
れ
ら
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
事
業
者
は
そ
れ
ら
の
補
正
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
不
適
正
又
は
不
実
が
重
大
か
つ
補
正

と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
実
現
の
予
定
又
は
見
込
み
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
た
事
項
が
、
事
業
の
着
手
後
に
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
、
事
業
者
は
少
な
く
と
も
そ
れ
を
実
現
す
る
義
務
を
負
う
、

環
境
影
響
評
価
書
の
記
載
事
項
が
こ
の
よ
う
な
法
的
効
力
を
生
み
出
す
法
的
規
範
で
あ
る
根
拠
は
、

環
境
影
響
評
価
書
は
、
「
事
業
の
目
的
及
び
内
容
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
内
容
及
び
程
度
、
環
境
保
全
対
策
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の

（困）

評
価
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
」
を
、
事
業
者
が
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
記
載
事
項
は
、
表
現
の
形
式
に
お
い
て

は
、
環
境
影
響
評
価
書
の
作
成
者
た
る
事
業
者
が
、
自
ら
の
事
実
認
識
、
判
断
あ
る
い
は
意
思
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
者
と
の

し
か
し
、

し
た
場
合
、

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
べ

そ
の
記
載
事
項
を
内
容
と
す
る
合
意
が
、
事
業
者
と
事
業
に
よ
っ
て
自
己
の
環
境
に
影
響
を
受
け
る
関
係
住
民
、
及
び
そ
の

環
境
の
保
全
に
関
係
す
る
行
政
機
関
と
の
間
に
存
在
す
る
と
構
成
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

環
境
影
響
評
価
書
の
作
成
は
、
関
係
住
民
、
関
係
行
政
機
関
の
意
見
を
求
め
た
上
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
事
業
者
が
こ
れ

ら
の
関
係
者
に
意
見
提
出
の
機
会
を
提
供
し
、

合
意
が
表
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

き
で
あ
ろ
う
か
。

(b) 

か
つ
提
出
さ
れ
た
正
当
な
意
見
を
尊
重
し
て
事
業
に
反
映
す
る
こ
と
は
、
環
境
影
響
評
価

制
度
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
。
関
係
者
の
意
見
に
応
じ
て
、
あ
る
事
項
を
実
現
す
る
旨
の
意
思
を
、
事
業
者
が
環
境
影
響
評
価
書
に
記
載

そ
こ
に
合
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
関
係
者
の
意
見
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
記
載
事
項
に
つ
い
て
も
、
環

境
影
響
評
価
制
度
に
お
け
る
関
係
者
の
意
見
の
位
置
づ
け
か
ら
考
え
て
、

そ
の
事
項
を
事
業
者
が
実
現
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
趣
旨
の

三
〇
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

暗
黙
の
合
意
が
、
事
業
者
と
関
係
者
と
の
間
に
成
立
し
た
と
構
成
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
関
係
者
の
意
見
に
反
し
て
記
載

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
す
ら
、
関
係
者
の
利
益
に
な
る
限
り
、
そ
の
事
項
を
事
業
者
が
実
現
す
る
義
務
を
負
う
と
の
暗
黙
の
合
意
が
存
在

す
る
と
、
構
成
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、

む
し
ろ
、
関
係
者
の
意
見
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
記
載
事
項
を
実
現
す
る
義
務
を
負
う
旨

の
事
業
者
の
一
方
的
な
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
と
し
、
事
業
実
施
の
許
容
の
条
件
又
は
前
提
を
な
す
と
い
う
特
殊
な
性
質
を
環
境
影
響
評

価
書
が
有
す
る
た
め
に
、
事
業
者
は
こ
の
意
思
表
示
に
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
、

そ
れ
で
は
、

ど
の
よ
う
な
記
載
事
項
に
法
的
拘
束
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

具
体
的
に
環
境
保
全
対
策
を
示
し
、
こ
れ
を
「
実
施
す
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
場
合
、
事
業
者
は
そ
の
環
境
保
全
対
策
を
実
施
す
る
義

務
を
負
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
環
境
保
全
目
標
値
や
そ
の
他
の
基
準
値
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
限
り
、

「
達
成
す
る
」
と
か
「
守
る
」
と
か
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
全
く
同
様
に
、
そ
れ
を
達
成
し
又
は
守
る
義
務
を
事
業
者
は
負
う
。
い
ず
れ

も
、
実
現
す
べ
き
内
容
が
明
白
で
あ
り
、

義
務
は
履
行
を
強
制
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
環
境
保
全
目
標
値
や
そ
の
他
の
基
準
値
を
「
守
れ
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
場
合
も
、
そ
れ
を
守
る
同
様
の

義
務
を
事
業
者
が
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
「
守
れ
る
見
込
み
で
あ
る
L

と
い
う
表
現
は
、
確
か
に
単
に
判
断
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
も

の
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

4ヽ

0

な
し

か
ー）

ヽ

と
す
る
端
的
な
構
成
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ

そ
れ
を
実
現
す
る
と
の
事
業
者
の
意
思
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

そ
の
「
見
込
み
」
は
第
三
者
の
行
為
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
事
業
者
自
身
の
行
為
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
基
準
値
を
守
っ
て
こ
そ
事
業
の
実
施
が
許
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
守
れ
る
見
込
み
で
あ

る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
守
る
」
と
い
う
意
思
を
表
示
し
た
も
の
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
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と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

’
ー
、イ

9

9

 こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
瀬
戸
大
橋
の
鉄
道
騒
音
の
環
境
保
全
目
標
値
は
、
「
守
れ
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
団
が
そ
れ
を
達
成
す
べ
き
法
的
義
務
を
負
い
、

そ
れ
に
対
し
、
特
定
の
環
境
保
全
対
策
又
は
基
準
値
を
実
現
す
る
よ
う
「
努
力
す
る
」
旨
の
記
載
は
、
必
ず
し
も
常
に
そ
の
対
策
又
は

値
の
実
現
を
強
制
さ
れ
う
る
と
い
う
意
味
ま
で
も
持
つ
義
務
を
、
事
業
者
に
負
わ
せ
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
の
実
現
に
向
け
た
最

善
の
措
置
を
と
る
に
と
ど
ま
る
の
が
、
事
業
者
の
意
思
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
り
、

し
か
し
、

合
に
は
、
履
行
を
強
制
さ
れ
う
る
の
は
実
現
可
能
な
特
定
さ
れ
た
最
善
の
措
置
に
と
ど
ま
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
努
力
目
標
を
達
成
で
き
る
見
込
み
を
、
何
ら
か
の
形
で
事
業
者
が
予
め
示
し
、
又
は
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
を
関
係
住

民
や
関
係
行
政
機
関
に
特
に
約
束
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は
、
「
努
力
す
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
達
成
す
る
」
と

瀬
戸
大
橋
の
鉄
道
騒
音
の
努
力
目
標
値
は
、

い
う
記
載
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
で
も
な
い
。

三

一
応
分

そ
の
義
務
は
履
行
を
強
制
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う

が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
て
、
公
団
は
こ
の
値
を
達
成
す
べ
き
義
務
を
負
い
、

そ
の
よ
う
な
意
思
が
明
白
で
あ
る
場

そ
の
達
成
を
「
目
標
と
し
て
」
「
努
力
す
る
」
と
『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

そ
の
義
務
は
履
行
を
強
制
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
、

地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
結
ば
れ
る
狭
義
の
公
害
防
止
協
定
に
つ
い
て
は
、
紳
士
協
定
説
、
民
事
契
約
説
及
び
行
政
契
約
説
が
、

事
業
者
を
一
方
の
当
事
者
と
し
て
締
結
さ
れ
る
公
害
防
止
協
定
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
議
論
が
あ
り
、
特
に

立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
学
説
は
、
住
民
団
体
と
の
間
の
協
定
の
場
合
も
含
め
て
、
次
の
見
解
に
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

単
に
公
害
防
止
の
精
神
を
抽
象
的
に
示
す
の
で
は
な
く
、
事
業
者
の
履
行
す
べ
き
義
務
を
明
確
か
つ
具
体
的
に
定
め
る
条
項
に
は
、
法

的
効
力
が
あ
り
、
事
業
者
が
そ
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
民
事
訴
訟
又
は
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
（
行
政
事
件
訴
訟
法
四
条
）

9 -2 -200 (香法'89)
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瀬戸大橋に関する環境法卜の諸問題（ド）（中山）

事
業
者
の
環
境
保
全
義
務
と
住
民
の
環
境
権

,
1ノa
 

（
 

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

た
と
え
『
評
価
書
』

公
団
が
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
締
結
し
た
環
境
保
全
基
本
協
定
と
、
関
係
住
民
団
体
と
の
間
で
取
り
交
し
た
確
認
書
の
公

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
保
全
基
本
協
定
又
は
確
認
書
に
明
確
か
つ
具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
公
団
の
義
務
は
、
履
行
を
強
制
さ
れ

も
っ
と
も
、
環
境
保
全
目
標
を
維
持
達
成
す
べ
き
こ
と
を
始
め
、
環
境
保
全
基
本
協
定
の
ほ
と
ん
ど
の
条
項
は
、
『
評
価
書
』
の
記
載
事

項
を
再
確
認
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
確
認
書
の
公
害
・
環
境
保
全
対
策
条
項
も
、
環
境
保
全
基
本
協
定
及
び
法
律
に
よ
っ
て
公
団
が
負
う

べ
き
義
務
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
評
価
書
』
の
事
項
記
載
に
よ
っ
て
公
団
が
法
的
義
務
を
負
う
と
い
う
見
解
に
立

つ
限
り
、

い
ず
れ
も
こ
の
公
害
防
止
協
定
と
同
様
の
契
約
と
し
て
、
同
様
の
法
的
効
力
が
あ
る
と
解
す
べ

そ
れ
ら
の
事
項
は
環
境
保
全
基
本
協
定
又
は
確
認
書
の
条
項
と
し
て
定
め
る
ま
で
も
な
く
、
当
然
に
公
団
を
法
的
に
拘
束
す
る

環
境
保
全
基
本
協
定
及
び
確
認
書
の
効
力
と
し
て
、

`
_
J
 

3
 

'
,
し

ヽ

ァ
ヽ

へ
の
記
載
だ
け
で
は
法
的
拘
束
力
は
生
じ
な
い
と
い
う
見
解
に
立
っ
た
と
し
て
も
、

(155) 

そ
の
内
容
に
法
的
拘
束
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
環
境
影
響
評
価
書
に
、
具
体
的
な
環
境
保
全
対
策
を
実
現
し
、

基
準
値
を
守
る
旨
を
記
載
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
準
ず
る
記
載
を
し
た
場
合
、
事
業
者
は
そ
の
対
策
を
実
現
し
又
は
そ
の
値
を
守
る
べ
き

法
的
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
事
業
者
が
そ
の
対
策
を
実
現
し
又
は
そ
の
値
を
守
り
さ
え
す
れ
ば
、
周
辺
の
住
民
の
物
権

又
は
人
格
権
を
侵
害
し
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
意
味
し
な
い
し
、
物
権
及
び
人
格
権
の
侵
害
に
当
た
ら
な
い
よ
う

な
住
民
の
生
活
環
境
の
一
定
程
度
ま
で
の
悪
化
を
も
た
ら
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
も
、
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。

周
辺
住
民
は
、
事
業
者
に
よ
っ
て
事
業
が
実
施
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
見
返
り
の
利
益
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
。

う
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

害
・
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
条
項
は
、

を
経
て
、
民
事
執
行
法
じ
の
強
制
執
行
（
民
事
執
行
法
一
七
一
、

ヽ
~

b
 

（
 

一
七
二
条
）

又
は
環
境
保
全
目
標
値
そ
の
他
の

（旧）

に
よ
っ
て
履
行
を
強
制
で
き
る
。

三
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行
為
の
差
止
を
請
求
で
き
る
。

、’ヽヽ

入ノ

一
定
の
環
境
保
全
義
務
を
負
う
こ
と
を
条
件
又
は
前
提
に
し
て
事
業
者
に
事
業
の
実
施
が
許
さ
れ
た
こ
と
だ
け
で
、
事
業

を
受
け
る
に
令
る
こ
と
を
明
確
に
知
り
、

に
適
し
た
あ
り
方
で
権
利
内
容
制
限
の
許
否
の
決
定
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

者
が
負
う
べ
き
環
境
保
全
義
務
が
そ
れ
だ
け
に
軽
減
又
は
限
定
さ
れ
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
周
辺
住
民
が
従
来
有
し
て
い
た
物
権
、
人

格
権
、
又
は
環
境
に
関
す
る
権
利
の
内
容
が
制
限
を
受
け
る
に
至
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
余
り
に
不
公
平
で
あ
り
、
不
当
で
あ
る
。

も
し
、
固
辺
住
屈
の
権
利
内
容
の
制
限
を
も
た
ら
す
こ
と
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
周
辺
住
民
が
自
己
の
権
利
内
容
に
制
限

か
つ
そ
の
不
利
益
と
事
業
に
よ
っ
て
受
け
る
自
己
の
利
益
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
、
そ
の
権
利

と
い
う
事
実
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

⑯
物
権
は
排
他
的
支
配
権
で
あ
っ
て
、
権
利
の
客
体
を
支
配
し
う
る
の
は
特
定
さ
れ
た
権
利
者
の
み
で
あ
り
、
人
格
権
も
そ
の
人
格

た
る
人
の
み
が
権
利
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
権
又
は
人
格
権
に
特
別
の
制
限
を
課
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
た
め
に
は
、
制
限
に
つ
い
て

各
権
利
者
に
対
し
て
個
別
に
交
渉
し
、
個
別
に
合
意
を
得
る
な
ど
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
周
辺
住

民
の
物
権
と
人
格
権
は
、
各
権
利
者
に
対
す
る
個
別
の
手
続
を
含
ま
な
い
環
境
影
郭
評
価
制
度
に
よ
っ
て
は
、
決
し
て
制
限
さ
れ
な
い
。

環
境
影
響
評
価
制
度
は
、
特
定
さ
れ
な
い
人
々
に
対
す
る
集
合
的
な
手
続
で
あ
る
か
ら
、
環
境
影
評
評
価
書
の
記
載
に
よ
っ
て
制
限
を

受
け
う
る
の
は
、
特
定
の
人
に
排
他
的
に
帰
属
す
る
の
で
は
な
い
権
利
に
限
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
に
、
人
は
健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
他
の
多
数
の
人
々
に
よ
る
同
様
の
利
用
と
共
存
し
う
る
内
容
と
方
法
で
、
環
境

を
利
用
で
き
る
権
利
、

し
た
が
っ
て
、

す
な
わ
ち
環
境
権
を
有
す
る
と
、
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
環
境
権
は
、
同
一
の
環
境
を
多
数
人
が
共
同
で

利
用
す
る
私
法
上
の
権
利
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
容
た
る
利
用
を
妨
害
さ
れ
た
又
は
妨
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
各
人
が
妨
害

環
境
影
愕
評
価
書
の
記
載
は
、
周
辺
住
民
の
こ
の
よ
う
な
環
境
権
の
み
を
制
限
し
う
る
も
の
、

と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
の

三
四
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瀬)i大橋に関する環境法 I・.u >諸問題（ド）（中山）

゜
ぷノ 実

施
に
よ
っ
て
周
辺
住
民
の
環
境
権
に
影
評
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
事
業
者
は
事
前
に
環
境
影
響
評
価
を
行
な
い
、
権
利

者
た
る
周
辺
住
民
と
、

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

そ
の
客
体
た
る
環
境
を
住
民
の
た
め
に
管
理
す
る
行
政
機
関
の
意
見
を
聞
い
て
、

そ
し
て
、
関
係
住
民
と
関
係
行
政
機
関
の
意
見
を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
の
環
境
権
を
侵
害

し
な
い
よ
う
に
事
業
者
が
対
策
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ど
う
し
て
も
環
境
権
の
従
来
の
内
容
に
抵
触
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が

f
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
環
境
権
の
内
容
を
よ
り
劣
っ
た
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
権
利
者
た
る
住
民
の
同
意
を
得
る
よ
う
に

事
業
者
が
具
体
的
な
措
閥
を
行
な
う
こ
と
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
五

そ
の
意
見
を
事
業
に
反
映
さ
せ

周
辺
住
民
の
環
境
権
の
内
容
を
制
限
で
き
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
を
行
な
っ
て
環
境
影
響
評
価
書
に

制
限
内
容
を
記
載
し
た
と
い
う
形
式
が
整
う
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
環
境
権
制
限
に
つ
い
て
の
住
民
の
同
意
と
言
え
る
だ
け
の
内
実
も
ま

た
、
幣
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
前
述
（
国
）

こ
と
を
明
確
に
知
り
、

環
境
権
内
容
制
限
の
許
否
の
決
定
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

の
よ
う
に
、
住
民
が
自
己
の
環
境
権
の
内
容
に
制
限
を
受
け
る
に
至
る

か
つ
そ
の
不
利
益
と
事
業
に
よ
っ
て
受
け
る
自
己
の
利
益
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
、
環
境
権
に
適
し
た
あ
り
方
で

と
い
う
事
実
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

環
境
権
の
内
容
を
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
に
卜
分
に
周
知
さ
せ
ず
、
か
つ
住
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
聞
き
置
く
だ
け
で
、

事
業
に
反
映
さ
せ
な
い
で
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
現
在
の
環
境
影
響
評
価
制
度
で
は
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。

手
続
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
自
体
で
そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
う
る
の
は
、
環
境
権
の
内
容
制
限
の
許
否
に
つ
い
て
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、

又
は
対
審
構
造
の
も
と
で
質
疑
応
答
と
決
定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
裁
判
に
類
似
の
手
続
が
と
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ

も
し
、
現
在
の
環
境
影
愕
評
価
制
度
の
も
と
で
、
環
境
影
臀
評
価
書
の
記
載
に
対
応
す
る
住
民
の
環
境
権
の
内
容
制
度
を
認
め
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
事
業
者
が
環
境
影
響
評
価
の
手
続
を
適
正
に
実
施
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
特
別
に
環
境
権
の
制
限
に
つ
い
て
住
民
の
同
意
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た
る
騒
音
被
害
を
除
去
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

(b) 
ろ
う
。

分
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
人
格
権
及
び
物
権
を
侵
害
す
る
。

を
実
質
的
に
得
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
環
境
権
の
制
限
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
正
確
、

に
説
明
し
、

9

ー

，イ
9

、

か
つ
、
住
民
か
ら
何
ら
の
反
対
を
も
受
け
な
か
っ
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

人
格
権
は
、
少
な
く
と
も
通
常
の
人
が
通
常
の
生
活
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
し
、

か
つ
解
り
易
く
住
民

は
建
物
の
所
有
権
そ
の
他
の
物
権
も
、
同
様
に
通
常
の
人
が
通
常
の
生
活
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
と
、
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
人
が
生
活
す
べ
き
土
地
又

し
た
が
っ
て
、
騒
音
は
、
人
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
被
害
に
至
ら
な
く
て
も
、
通
常
の
人
に
と
っ
て
不
快
な
気

そ
れ
に
対
し
て
、
環
境
権
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を
常
む
た
め
に
多
数
人
が
同
一
の
環
境
を
共
同
で
利
用
で
き
る
権
利
で
あ
り
、
騒

音
は
人
格
権
又
は
物
権
侵
害
を
も
た
ら
す
値
よ
り
も
低
い
値
で
、

き
で
あ
る
か
ら
、
騒
音
が
広
域
に
及
ぶ
場
合
に
は
、

す
で
に
物
理
的
な
大
気
環
境
に
関
す
る
環
境
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
地
域
住
民
の
生
活
の
あ
り
方
か
ら
生
ま
れ
た
慣
行
又
は
住
民
間
の
協
定
に
よ
っ
て
、
特
別
の
静
穏
を
維
持
す

べ
き
と
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
環
境
権
は
、
住
居
な
ど
権
利
者
の
排
他
的
支
配
領
域
に
お

け
る
利
益
を
保
護
す
る
物
権
と
は
異
な
り
、
人
の
少
な
く
と
も
通
常
の
行
動
範
囲
の
全
部
に
お
け
る
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
考
え
る
べ

そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
よ
り
低
い
値
で
環
境
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ

瀬
戸
大
橋
の
鉄
道
騒
音
は
、
沿
線
の
通
常
の
住
民
の
通
常
の
生
活
を
妨
害
し
、
健
康
被
害
す
ら
生
じ
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
橋
梁
施
設
を
設
置
・
管
理
す
る
公
団
と
鉄
道
を
運
行
す
る
J
R
二
社
は
、
鉄
道
騒
音
に
よ
っ
て
、
住
民
の
人
格
権
と
物
権
を
侵
害
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
人
格
権
と
物
権
の
内
容
が
環
境
影
響
評
価
書
の
記
載
に
よ
っ
て
は
一
切
制
限
さ
れ
え
な
い
こ
と
は
、
既
述
（
口
⑯
）

の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
『
評
価
書
』
の
記
載
が
ど
う
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
公
団
と
J
R
は
、
住
民
の
人
格
権
と
物
権
侵
害
に
当

三
六
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

さ
ら
に
、
公
団
と

J
R

公
団
と

J
R
の
騒
音
低
減
義
務
は
、

そ
の
程
度
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
瀬
戸
大
橋
の
周
辺
地
域
は
、
静
か
な
漁
村
で
あ
り
、
日
中
す
ら
も

睡
眠
の
た
め
に
静
穏
を
必
要
と
す
る
地
域
で
あ
る
か
ら
、
慣
行
に
よ
っ
て
、
住
民
は
特
別
の
静
穏
を
内
容
と
す
る
環
境
権
を
有
し
て
い
る
、

と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
環
境
権
の
内
容
も
、
『
評
価
書
』
の
記
載
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
環
境
影
響
評
価
制
度
に
一
般
的
に
不
十
分
さ
が
あ
る
（
け
い
）
こ
と
に
加
え
て
、
鉄
道
騒
音
の
環
境
保
全
目
標
と
努
力

目
標
の
設
定
に
つ
い
て
不
適
切
な
点
が
あ
っ
た
（
田
り
）
た
め
、
環
境
影
曹
評
価
の
手
続
に
際
し
て
、
環
境
権
の
内
容
制
限
に
つ
い
て
住

と
う
て
い
判
断
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

民
の
同
意
を
実
質
的
に
得
た
と
は
、

そ
し
て
、
瀬
戸
大
橋
の
周
辺
地
域
の
住
民
が
静
穏
な
大
気
環
境
に
つ
い
て
有
す
る
環
境
権
は
、
『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
た
努
力
目
標
値

よ
り
も
、

さ
ら
に
い
っ
そ
う
低
い
一
定
の
値
以
上
の
騒
音
を
受
け
な
い
こ
と
を
内
容
に
す
る
も
の
と
、
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
公
団
と

J
R
二
社
の
鉄
道
騒
音
低
減
義
務
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

公
団
は
、
『
評
価
書
』

の
記
載
事
項
に
基
づ
い
て
、
鉄
道
騒
音
を
努
力
目
標
値
以
下
に
低
減
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。

し
か
し
、
公
団
と

J
R
二
社
の
現
在
の
鉄
道
騒
音
低
減
義
務
は
、

そ
の
程
度
に
限
定
さ
れ
ず
、
住
民
の
環
境
権
侵
害
に
な
ら
な
い
よ
り

低
い
値
に
ま
で
低
減
す
べ
き
こ
と
を
内
容
に
す
る
。
も
し
、
騒
音
を
そ
こ
ま
で
も
低
減
す
べ
き
義
務
を
免
れ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
公
団
と

J
R
二
社
は
周
辺
住
民
と
交
渉
を
し
て
、
騒
音
の
許
容
限
度
を
高
め
る
よ
う
環
境
権
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
も
ら
う
し
か

な
い
。
そ
の
合
意
が
成
立
し
な
い
限
り
、
各
住
民
は
環
境
権
侵
害
を
理
由
に
し
て
、
公
団
と
J
R
二
社
に
対
し
て
、
努
力
目
標
値
よ
り
も

低
い
一
定
の
値
ま
で
に
鉄
道
騒
音
を
低
減
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
社
が
鉄
道
騒
音
に
よ
っ
て
住
民
の
人
格
権
又
は
物
権
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

三
七

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

こ
の
義
務
は
、
環
境
権
の
内
容
制
限
に
関
す
る
前
記
の
合
意
の
成
否
と
は
か
か
わ
り
が
な
く
、
『
評
価
書
』
に
記
載
さ
れ
た
鉄
道
騒
音
の
努

カ
目
標
値
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
も
、

か
か
わ
り
が
な
い
。
通
常
人
の
通
常
の
生
活
状
態
が
害
さ
れ
、

又
は
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が

9 -2 --205 (香法'89)



（
昭
和
五
三
年
法
律
六
八
号
）
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
八
年
法
律
―

-
0号）

よ
っ
て
、
特
別
の
措
置
を
も
加
え
た
総
合
的
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
「
瀬
戸
内
海
が
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
に
お

い
て
も
比
類
の
な
い
芙
し
さ
を
誇
る
景
勝
の
地
と
し
て
、

が
等
し
く
亨
受
し
、
後
代
の
国
民
に
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
」
（
三
条
一
項
）
に
立
つ
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
施

（加）

策
は
、
水
質
汚
濁
の
防
止
等
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
成
果
を
上
げ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
、
海
面
埋
立
の
問
題
を
は
じ
め
、
多
く
の
点
で
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
成
果
は
上
っ
て
い
な
い
。
特
に
、
本
州
四
国
連
絡
架
橋

(b) 
も
十
分
あ
る
。

A

、A
ヽ

カ
り
カ

（ウ）

(a) 

（
以
下
1

瀬
戸
内
海
法
」
と
い
う
）

に

一
九
七
三
年
に
制
定
さ
れ
一
九
七
八
年
に
大
改
正
を
経
た

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
の
建
設
等
の
観
光
開
発
が

い
わ
ゆ
る
リ

あ
る
場
合
に
、
被
害
住
民
は
そ
の
人
格
権
又
は
物
権
侵
害
の
差
止
を
請
求
で
き
、
侵
害
に
よ
っ
て
捐
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
損
害
賠
償

瀬
戸
大
橋
は
、
観
光
の
対
象
と
し
て
、
現
在
大
勢
の
観
光
客
を
そ
の
周
辺
に
招
き
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
人
気
が
今
後
も
長
期

に
わ
た
っ
て
続
く
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
が
、
当
分
の
間
は
、
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
二
年
法
律
七
一
号
）
、

ゾ
ー
ト
法
の
施
行
も
あ
い
ま
っ
て
、
瀬
戸
大
橋
周
辺
の
地
域
で
は
、

ホ
テ
ル
、

ゴ
ル
フ
場
、

増
加
し
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
、
展
望
タ
ワ
ー
の
建
設
等
に
よ
っ
て
更
に
自
然
景
観
が
破
壊
さ
れ
、
水
質
汚
濁
源
の
増
加
、
海
面
埋
立
、

海
砂
の
採
取
等
に
よ
っ
て
、
公
害
が
発
生
し
、
自
然
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
が
、
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
。

四
国
各
地
で
自
動
車
専
用
道
路
の
建
設
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
建
設
に
伴

ま
た
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設
と
連
動
し
て
、

う
自
然
環
境
の
破
壊
や
、
完
成
後
に
こ
の
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
よ
る
大
気
汚
染
や
騒
音
・
振
動
も
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
。
そ
れ
ば

そ
れ
ら
の
開
通
に
よ
っ
て
瀬
戸
大
橋
の
自
動
車
通
行
憤
が
増
大
し
て
、
瀬
戸
大
橋
の
自
動
車
公
害
問
題
が
顕
在
化
す
る
お
そ
れ

と
こ
ろ
で
、
瀬
戸
内
海
と
そ
の
沿
岸
地
域
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、

を
も
請
求
で
き
る
。

ま
た
、
国
民
に
と
っ
て
貴
重
な
樵
業
資
源
の
宝
庫
と
し
て
、

そ
の
恵
沢
を
国
民

三
八

，
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

(149)
山
村
・
前
掲
五
九
貞
゜

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
瀬
戸
内
海
法
に
よ
っ
て
環
境
保
全
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
主
体
が
確
実
に
環
境
を
保
全
す
る
よ

う
に
な
る
方
向
に
そ
の
裁
量
権
を
制
限
す
る
た
め
に
、
法
改
正
を
す
る
か
、

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
法
の
改
正
又
は
運
用
を
、
国
会
又
は
行
政
機
関
に
対
し
て
国
民
又
は
関
係
住
民
が
要
求
す
る
に
お
い
て
は
、
各
人

が
自
己
の
環
境
に
つ
い
て
環
境
権
を
有
し
て
い
る
と
い
う
確
信
を
強
め
、

要
で
あ
ろ
う
。

に
明
確
に
し
、
可
能
な
限
り
瀬
戸
内
海
法
を
活
用
し
て
、
事
業
実
施
主
体
と
関
係
行
政
機
関
に
、
環
境
保
全
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

瀬
戸
大
橋
に
関
連
し
て
今
後
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
公
害
と
環
境
破
壊
に
対
し
て
、
関
係
住
民
は
自
己
の
環
境
権
を
早
急

て
環
境
保
全
を
軽
視
し
が
ち
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

三
九

や
関
西
新
空
港
の
建
設
の
よ
う
な
国
家
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
瀬
戸
内
海
法
は
環
境
保
全
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
な
い
。

瀬
戸
大
橋
の
建
設
に
つ
い
て
も
、
環
境
保
全
の
た
め
に
瀬
戸
内
海
法
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
例
を
知
ら
な
い
。
た
だ
、
関
係
行
政
機
関

と
協
議
の
上
、
公
団
が
具
体
的
な
環
境
保
全
の
措
置
を
と
る
場
合
に
は
、
瀬
戸
内
海
法
の
趣
旨
が
そ
れ
な
り
に
影
響
に
与
え
て
い
た
こ
と

公
共
団
体
に
、
政
策
決
定
に
つ
き
、

か
な
り
広
い
裁
量
権
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
環
境

保
全
の
責
務
を
負
う
一
方
で
、
環
境
破
壊
を
も
た
ら
す
事
業
を
実
施
又
は
推
進
す
る
立
場
に
も
立
つ
か
ら
、
後
者
を
重
視
す
る
反
面
と
し

又
は
現
行
制
度
を
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

そ
れ
を
多
く
の
人
々
と
の
間
で
共
通
の
了
解
に
す
る
こ
と
が
必

瀬
戸
内
海
法
が
こ
の
よ
う
に
環
境
保
全
の
機
能
を
卜
分
に
発
揮
し
な
い
原
因
の

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
言
え
る
程
度
で
あ
る
。

）
よ
、
マー＇

瀬
戸
内
海
法
上
の
諸
制
度
が
、

国
又
は
地
方
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百
人
の
署
名
と
と
も
に
、
①
騒
音
対
策
は
新
幹
線
並
み

〔
追
記
〕

鉄
道
騒
音
に
つ
い
て
は
、

（
国
）
中
央
公
害
対
策
審
議
会
騒
音
振
動
部
会
特
殊
騒
音
専
門
委
員
会
「
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
（
昭
和
五

0
年
三
月
二
九
日
）

添
付
資
料
五
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
設
定
の
基
礎
と
な
る
指
針
の
根
拠
等
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五

0
年
三
月
二
九
日
）
（
以
下
「
専
門
委
員
会

報
告
添
付
資
料
し
と
い
う
）

3
図。

(151)
専
門
委
員
会
報
告
添
付
資
料

2m。

(152)
専
門
委
員
会
報
告
派
付
資
料
3
切。

(153)
「
基
本
指
針
L

了
J

〕
ー
。

(154)
松
島
諄
古
「
公
害
防
止
協
定
」
西
原
道
雄
・
木
村
保
男
編
ベ
ム
害
法
の
基
礎
』
（
昭
和
五
一
年
）
八
三
＼
八
五
頁
、
原
田
尚
彦
『
環
境
法
』
（
昭
和
五
六
年
）

一
六
八
＼
一
七
六
頁
。

(155)
環
境
保
全
基
本
協
定
の
条
項
に
は
、
努
力
目
標
を
維
持
達
成
す
べ
き
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
鉄
道
騒
音
の
努
力
目
標
は
、
既
述
（
切

□

い
）
の
よ
う
に
達
成
が
見
込
ま
れ
、
又
は
そ
の
達
成
が
約
束
さ
れ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
協
定
の
条
項
に
い
う
「
環
境
保

全
目
標
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(156)
瀬
戸
内
海
法
と
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
対
策
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
「
環
境
科
学
L

特
別
研
究
國
昭
和
五
九
年
度
環
境
の
理
念
と
保
全
手
法
（
第

二
分
冊
の
四
）
環
境
政
策
の
総
合
的
評
価
・
検
討
、
地
方
事
例
報
告
』
(
-
九
八
五
年
）
六
一
頁
以
下
の
諸
報
告
（
そ
の
中
に
、
拙
稿
「
瀬
戸
内
海
環
境

保
全
対
策
の
概
要
と
一
般
的
問
題
点
Le

が
含
ま
れ
て
い
る
）
、
拙
稿
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
政
策
の
評
価
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
」
香
川
法
学
四
巻
二
号

三
〇
貞
（
一
九
八
四
年
）
、
同
「
瀬
戸
内
海
の
有
機
物
汚
濁
削
減
対
策
」
香
川
法
学
七
巻
三
•
四
号
二
六
一
頁
（
一
九
八
八
年
）
。

一
九
八
九
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
に
、
次
の
よ
う
に
事
態
が
進
展
し
て
い
る
。

四
月
五
日
に
、
櫃
石
島
、
岩
黒
島
及
び
与
島
の
大
橋
対
策
協
役
員
ら
で
構
成
す
る
瀬
戸
大
橋
架
橋
与
島
地
区
三
島
連
絡
協
議
会
が
約
五

（
七
五
ホ
ン
）
以
下
を
基
準
と
す
る
、
②
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
な
ど
音
の
高
い
列
車

の
減
速
、
③
早
朝
・
深
夜
の
減
速
運
転
の
継
続
、
④
与
島
へ
の
緊
急
防
音
対
策
の
、

共
通
要
望
を
ま
と
め
、
公
団
、

J
R
四
国
及
び
香
川

県
に
提
出
し
た
（
朝
日
新
間
香
川
版
一
九
八
九
年
四
月
六
日
。
四
国
新
聞
一
九
八
九
年
六
月
一
七
日
も
参
照
）
。

J
R
四
国
は
、
七
月
ニ
ニ

四
〇
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瀬戸大橋に関する環境法上の諸問題（下）（中山）

な
お
、
宇
多
津
町
の
区
域
で
も
鉄
道
騒
音
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

九
八
九
年
七
月
二
八
日
、

八
月

l

日
、
一
一
日
、

八
日
）
。

日
か
ら
四
国
・
岡
山
間
の
輪
送
カ
ア
ッ
プ
の
た
め
、
特
急
五
往
復
の
増
発
な
ど
一
四
本
の
増
加
と
な
る

を
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
鷲
羽
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
北
備
讃
瀬
戸
大
橋
中
央
付
近
ま
で
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、
三

0
本
の
す
べ
て

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
の
時
速
を
、
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
減
速
し
て
、
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
従
来
す
べ
て
の
特
急

が
停
車
し
て
い
た
児
島
駅
に
、
特
急
は
六
本
し
か
停
車
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
の
減
速
運
転
は
二
年
間
の
暫
定
措
置
で
あ
っ
て
、
そ
の

間
に
列
車
の
車
輪
を
削
っ
て
騒
音
を
少
な
く
す
る
機
械
を
導
入
す
る
と
し
、
長
期
的
に
は
、
低
騒
音
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
し
、

ま
た
、
予
讃
線
の
電
化
の
進
捗
に
伴
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
を
電
車
化
す
る
と
い
う
。
他
方
、
公
団
は
、
橋
施
設
の
追
加
防
音
工
事
は
せ
ず
、

民
家
の
防
音
工
事
も
、
努
力
目
標
値
の
八

0
ホ
ン
を
超
え
る
地
域
に
つ
い
て
の
み
行
な
う
計
画
で
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
た

新
聞
四
国
・
香
川
版
一
九
八
九
年
六
月
一
七
日
、
四
国
新
聞
一
九
八
九
年
六
月
一
七
日
）
。

七
月
二
四
・
ニ
五
日
に
香
川
県
の
―
二

結
果
に
よ
れ
ば
、
前
年
―
一
月
に
比
べ
て
、

努
力
目
標
値
（
七
五
ホ
ン
）
を
上
回
っ
た

四

デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
一
本
が
、
六
月
―
ニ
・
一
三
日
の
大
橋
地
区
瀬
戸
大
橋
対
策
協
議
会
に
よ
る
測
定
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
―
一
本
が
、

（
朝
日
新
聞
香
川
版
一
九
八
九
年
五
月
三
一
日
、
六
月
一
四
日
）
。

九
八
九
年
五
月
二
九
・
三

0
日
の
宇
多
津
町
に
よ
る
測
定
で
は

R
四
国
は
、
地
元
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
九
月
一
日
か
ら
特
急
の
半
数
を
児
島
駅
に
停
車
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

（
朝
日
新
聞
香
川
版

（
櫃
石
島
三
、
与
島
七
、
岩
黒
島
二
）
地
点
、
岡
山
県
の
三
地
点
で
実
施
さ
れ
た
騒
音
測
定
の

ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
の
最
高
値
で
〇
＼
六
ホ
ン
、
評
価
値
の
最
高
値
で
一
＼
七
ホ
ン
騒
音
が
下
が

っ
た
。
し
か
し
、
香
川
県
の
六
（
櫃
石
島
一
、
与
島
五
）
地
点
と
岡
山
県
の
二
地
点
で
、
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
の
最
高
値
が
な
お
努
力
目
標
値

を
超
え
、
そ
の
う
ち
櫃
石
島
の
一
地
点
と
与
島
の
二
地
点
で
は
、
評
価
値
も
努
力
目
標
値
を
超
え
た
。
そ
の
た
め
、
公
団
は
、
櫃
石
島
に

つ
き
追
加
防
音
工
事
を
検
討
し
、
与
島
に
つ
き
民
家
防
音
実
施
の
準
備
と
し
て
、
細
か
な
騒
音
測
定
を
八
月
七
日
に
始
め
た
。
ま
た
、

J

（
朝
日

（
合
計
一
〇
六
本
）
ダ
イ
ヤ
改
正
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